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▲元気に選手宣誓を行った白石選抜Ｂチームの佐藤 智輝君

▲熱戦を繰り広げる両チーム。写真は第２試合、切れのあるボールをセンター方向にはじき返す白石選抜Bチームの齋藤 亨君

10月号の主な内容
やる気応援情報掲示板特大号②
子ども白石城開催／越河地区農業集落排水供用開始
第15回生涯学習フェスティバル
まちかどズームイン
風間市長コラム「風のささやき」　
市民文芸・市内イベント情報
マイサークル・国際コーナー
くらし百科
10月のごみ収集日
市内施設のイベント情報
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか
各種募集
教育のひろば
第９回福祉まつり／消防団協力事業所表示制度
第29回白石市農業祭
子育て情報
健康のひろば
お知らせほか
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　８月18日、姉妹都市の神奈川県海老名市から選抜少年野球
チームを招き、益岡公園野球場で親善野球交流大会が開催さ
れました。この大会は、野球やホームステイ交流を通じて、
両市の相互理解を深めようと毎年開催されているものです。
各市26名の子どもたちをＡ・Ｂの２チームに分けて２試合を
行いました。結果は１勝１敗の引き分け。10月上旬には、本
市の選抜チームが海老名市を訪問する予定になっています。

両市の代表としての意地がぶつかる白熱のゲーム
～海老名・白石姉妹都市親善少年野球交流大会～

▲大会の前日に行われた対面式。やや緊張ぎみ？

▲試合後の握手で健闘をたたえ合う子どもたち
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●
助
成
額　
　

１
８
０
万
円

●
助
成
内
容　

も
ち
つ
き
（
臼う
す

・
き
ね
・

せ
い
ろ
・
羽
釜
・
か
ま
ど
）、
コ
ン
ロ
セ

ッ
ト
各
２
セ
ッ
ト
、
ス
テ
ン
レ
ス
ジ
ャ
ー

２
台
、
ず
ん
ど
う
鍋
２
個
、
テ
ン
ト
２
張

り
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
５
台
、
パ
イ
プ
い

す
20
脚
、
移
動
用
放
送
設
備
１
セ
ッ
ト
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
１
台
、
は
ん

て
ん
20
着

　

２
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
８
月
に
盆
踊
り

大
会
、
１
月
に
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
当
地
区
は
急
激
な
人
口
増
加
に
よ

り
、
備
品
用
具
な
ど
の
不
足
か
ら
、
運
営
面

で
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
助
成
事

業
で
整
備
が
で
き
、
８
月
15
日
の
盆
踊
り
大

会
で
は
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
団
体
や
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
行
事
、

班
ご
と
の
芋
煮
会
な
ど
多
目
的
に
利
用
し
、

か
ま
ど
は
緊
急
時
の
炊
き
出
し
に
も
活
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
助
成
額　
　

１
１
０
万
円

●
助
成
内
容　

テ
ン
ト
２
張
り
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
ア
ン
プ
１
セ
ッ
ト
、
パ
イ
プ
い
す
30

脚
、
は
っ
ぴ
１
０
０
着

　

こ
れ
ま
で
行
事
が
あ
る
た
び
、
備
品
な
ど

が
古
く
悩
み
の
種
で
し
た
が
、
自
治
会
内
で

「
い
ま
」
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
」
必
要
と
な

る
も
の
を
検
討
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
備
品

が
届
き
、
自
治
会
員
40
名
が
集
ま
っ
て
「
宝

く
じ
は
豊
か
さ
を
築
く
チ
カ
ラ
持
ち
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
張
り
付
け
る
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
作
業
中
、「
自
治
宝
く
じ
」
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
み
ん
な
で

認
識
を
新
た
に
し
、
こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す

地
区
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
助
成
額　
　

１
９
０
万
円

●
助
成
内
容　

屋
外
用
放
送
設
備
一
式
、

イ
ン
バ
ー
タ
ー
発
電
機
１
台

　

屋
外
で
の
行
事
、
活
動
な
ど
が
よ
り
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
屋
外
用
放
送
設
備
を
購

入
し
ま
し
た
。
10
月
よ
り
貸
し
出
し
を
始
め

ま
す
の
で
、
社
会
教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）

お
よ
び
生
涯
学
習
課
（
本
庁
２
階
）
で
申
請

で
き
ま
す
。

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
、
平
成
19
年

度
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
８
団
体
が
採
択
さ
れ
、
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
う
ち
の
６
団
体
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
分
の
募
集
は
、
９
月
25
日（
火
）で
締
め
切
り
ま
し
た
。

鷹
巣
自
治
会

南
町
自
治
会

白
石
市
（
社
会
教
育
課
）

　自治会主催のコミュニ
ティ活動である盆踊り大
会で、自治会員の皆さん
にこの助成で備品を整備
した経緯を伝えたところ、
宝くじ助成事業の趣旨に
ついて理解と賛同をいた
だきました。これからも、
自治会の皆さんの文化活

動や学習活動、おまつりなどのコミュニティ行
事の場で活用して、コミュニティの健全な発展
を図りたいと思います。

鷹巣自治会長
千葉　昭さん

　これまでは自治会の行
事、各団体でのコミュニ
ティ活動の備品などが老
朽化しており、行事の運
営に支障を来していまし
た。なんとかしなければと
検討していたところ、自治
宝くじコミュニティ助成事

業の助成金を受けることができました。
　早速新しい備品で行事を行うことができ、さ
らに楽しく明るいコミュニティの輪が広がるもの
と確信します。

南町自治会長
岩山育也さん

や
る
気
応
援
情
報
掲
示
板
特
大
号
②

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

〜
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
〜

問
生
涯
学
習
課　

0
２
２
―
１
３
２
７

▲新しい備品で盛り上がった鷹巣地区の盆踊り大会

▲９月２日の自治会の運動会で使い初め。

▲自治会やまちづくり団体などの屋外での
行事に貸し出します。
　お問い合わせは社会教育課まで。
　022-1343

宝 く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。
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●
助
成
額　
　

２
５
０
万
円

●
助
成
内
容　

大
人
用
は
ん
て
ん
80
着
、

子
ど
も
用
は
ん
て
ん
20
着
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ア
ン
プ
１
セ
ッ
ト
、
発
電
機
１
台
、
ド
ラ

ム
４
個
、
投
光
ラ
イ
ト
10
個
、
デ
ジ
タ
ル

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
各
１
台
、
テ
ン
ト
３
張

り
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
20
台
、
パ
イ
プ
い

す
50
脚

　

８
月
18
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
開
催
し

た
第
９
回
上
原
夏
祭
り
は
、
全
員
が
お
そ
ろ

い
の
は
ん
て
ん
を
着
用
し
た
こ
と
か
ら
、
仲

間
意
識
が
一
段
と
高
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
テ
ン
ト
の

お
か
げ
で
祭
り
に
は
支
障
な
く
、
新
し
く
購

入
し
た
発
電
機
か
ら
の
投
光
ラ
イ
ト
は
、
み

ん
な
を
明
る
く
照
ら
し
、
テ
ー
ブ
ル
と
い
す

が
増
え
た
の
で
全
員
で
飲
食
が
で
き
、
楽
し

い
一
夜
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

●
助
成
額　
　

１
４
０
万
円

●
助
成
内
容　

太
鼓
１
台
、
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
10
台
、
パ
イ
プ
い
す
30
脚
、
物
置
１

棟
、
コ
ン
パ
ク
ト
メ
ガ
ホ
ン
２
個
、
強
力

ラ
イ
ト
24
個

　

当
自
治
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心

と
し
た
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
に
は
「
長
袋
神
明
社
春
祭
り
」

が
あ
り
、
多
く
の
児
童
が
参
加
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
祭
り
が
よ
り
盛
り
上
が
る
よ
う
、

大
太
鼓
を
そ
ろ
え
た
い
と
い
う
長
年
の
願
い

も
か
な
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と

し
た
事
業
が
推
進
さ
れ
、
地
域
間
の
交
流
も

活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
メ
ガ
ホ
ン
や
強
力
ラ

イ
ト
は
、
地
域
の
防
犯
活
動
の
強
化
の
た
め

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

●
助
成
額　
　

２
３
０
万
円

●
助
成
内
容　

ハ
イ
テ
ク
太
鼓
、
太
鼓
用

平
置
台
各
７
台

　

当
会
は
、
大
鷹
沢
地
区
に
住
む
子
ど
も
た

ち
と
そ
の
親
で
結
成
し
、
自
治
会
と
一
体
と

な
り
な
が
ら
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
、

太
鼓
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

会
が
所
有
す
る
太
鼓
の
数
が
不
足
し
て
お

り
、
ほ
か
の
団
体
か
ら
借
用
し
な
が
ら
太
鼓

の
披
露
や
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
ほ
か
の

団
体
に
は
ご
迷
惑
を
掛
け
て
ば
か
り
で
、
大

変
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

　

太
鼓
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

に
納
得
の
い
く
練
習
を
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
、
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
地
域

や
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
は
ぐ
く
む
こ
と

で
、
将
来
の
地
区
を
支
え
る
人
材
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

上か
み

原は
ら

自
治
会

山
根
自
治
会

大
鷹
沢
子
ど
も
太
鼓
の
会

　太鼓の指導を始め
て15年の節目に、悲願
だった太鼓を購入する
ことができました。
　子どもたちも地域も
そして伝統文化も育っ
て、にぎわいが生まれ
ることと思います。

　今回の助成事業に厚く感謝し、子ども
たちの笑い声が響きわたるまちづくりと伝
統文化を伝える活動に励んでいきたいと思
います。

　助成事業を活用でき
ましたことに厚くお礼
申し上げます。
　自治会での１年に１
度の全員参加の催し
が｢夏祭り｣です。
　このたび、250万円
でそろえた備品を大い

に活用し、これからも大切に維持管理する
ことで、ますます地域の活性化に役立て、
他の模範となるように努めていきたいと思
います。

上原自治会長
榛澤利雄さん

　山根自治会では、子
どもたちと地区住民が
ふれあう活動を活発に
行っています。
　このたびの助成事
業の申請では、やる気
応援隊（生涯学習課）に
親身に相談に乗ってい

ただき、おかげさまで当事業が採択されま
した。これからも、ふれあいの創出に積極
的に取り組むことができます。ありがとう
ございました。

山根自治会長
山谷康一さん

大鷹沢子ども太鼓の会代表
佐藤勝一さん

▲新しいテントの中で親ぼくが深まります

▲新しい太鼓の前で笑顔の子どもたち

▲新しい太鼓で演奏を披露
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10
時
〜
12
時

　

各
地
区
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
、
自
分
で
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
を

発
表
し
ま
す
。

　

提
案
に
は
風
間
市
長
が
答
え
、
白
石
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。

※
評
定
所
っ
て
な
に
？

　

鎌
倉
時
代
、時
の
執
権
北
条
泰
時
は
、有
力

御
家
人
や
官
僚
の
有
力
者
を
評
定
衆
に
任
じ

て
、
彼
ら
の
合
議
に
よ
っ
て
幕
政
の
最
高
施

策
を
決
定
さ
せ
ま
し
た
。
評
定
所
と
は
こ
の

合
議
を
し
た
場
所
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ

ど
も
評
定
所
の
名
前
は
こ
れ
に
由
来
し
ま
す
。

 

12
時
〜
14
時

　

元
気
な
白
石
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓

や
日
舞
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

●
出
演
（
応
援
出
演
を
含
む
）　

市
内
保
育

園
、
景か
げ

綱つ
な

会
、
郡
山
萩
太
鼓
、
和
太
鼓
倶く

楽ら

部ぶ

螢ほ
た
る

、
宝
梅
会
、
碧
水
園
子
供
日
本
舞
踊
講

座
、
深
谷
神
明
神
楽
保
存
会
、
白
石
神
明
大

神
楽
、
よ
さ
こ
い
走
乱
白
石
城
ほ
か

「
こ
ど
も
白
石
城
」
は

　
　

こ
ん
な
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
!!

　

実
行
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
白
石

の
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
で
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
で
、
活
気
あ
る
白
石
が
子
ど
も
た
ち
の

手
で
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
白
石
城
は
そ
の
舞
台
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
〝
大
人
〞
の
皆
さ
ん
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て

く
だ
さ
い
!!

　

い
よ
い
よ
越
河
地
区
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望

ん
だ
「
水
洗
化
」
が
実
現
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
本
市
で
は
、
越
河
地
区
の
農
業
集

落
排
水
事
業
に
平
成
14
年
度
よ
り
着
手
し
、

工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
工
事
が
順
調

に
進
み
、
10
月
15
日
か
ら
汚
水
処
理
施
設
で

あ
る
「
越
河
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の

運
転
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
対
象
に
な
る
の
は
越
河
地
区
の
約
半
分

で
、
残
り
の
区
域
は
来
年
の
４
月
ま
で
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
小
規
模
で
散
在

す
る
農
業
集
落
に
適
合
し
た
汚
水
処
理
の
仕

組
み
を
整
備
し
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
に

よ
る
快
適
な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
農
業
用
水
の
水
質
改
善
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
既
に
斎
川
地
区
、
薬
師
堂
地
区

に
お
い
て
農
業
集
落
排
水
事
業
に
取
り
組
み
、

供
用
を
開
始
し
て
お
り
、
水
環
境
の
保
全
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

白
石
の
豊
か
な
美
し
い
水
は
私
た
ち
の
財

産
で
す
。
私
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
越
河
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
〜

　

越
河
地
区
内
の
家
庭
な
ど
で
使
わ
れ
た
汚

水
は
、
道
路
に
埋
め
ら
れ
た
管
路
施
設
を
流

れ
て
、
越
河
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
送

ら
れ
浄
化
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
く
つ
か
の
処
理
を
経

て
汚
水
の
浄
化
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中

心
に
な
る
の
が
汚
水
中
の
微
生
物
で
す
。
微

生
物
は
、
汚
れ
の
も
と
と
な
る
有
機
物
を
自

分
の
増
殖
や
成
長
の
た
め
に
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
、
汚
れ
た
水
を
浄
化
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
処
理
を
終
え
、
き
れ
い
に
な
っ

た
水
は
斎
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

越
河
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
一
日

に
５
６
５
立
方
メ
ー
ト
ル
（
小
学
校
の
プ
ー

ル
２
杯
分
）
も
の
汚
水
を
処
理
す
る
能
力
が

あ
り
ま
す
。

1
「
こ
ど
も
評ひ

ょ
う

定じ
ょ
う

所し
ょ

」

2
「
こ
ど
も
伝
統
舞
台
」

▲越河地区の水環境は、クリーンセンターが守ります。

●と　き　10月20日（土）10時～14時
●ところ　白石城本丸芝生広場特設ステージ
　　　　　（雨天の場合は白石城本丸内）
●主　催　こども白石城実行委員会
●後　援　白石市・白石市教育委員会、（財）白石市文化体育振興財団

問こども白石城実行委員会事務局（企画情報課内）　022-1324

～白石の未来は子どもにまかせろ!!～

「こども白石城」開催!!
～白石の未来は子どもにまかせろ!!～

「こども白石城」開催!!

越
河
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

が
供
用
開
始
に
！

問
都
市
整
備
課

　

0
２
２
―
１
３
２
５
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▲片倉小十郎景綱公像
　（仙台市博物館所蔵）

　

プ
ロ
の
コ
ー
チ
が
サ
ッ
カ
ー
の
基
本
を
分

か
り
や
す
く
、
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
コ
ー

チ
も
一
緒
に
プ
レ
ー
。
素
晴
ら
し
い
技
を
目

の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
28
日（
日
）10
時
〜
12
時

　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

●
会
場　

白
石
高
等
学
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
講
師　

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
指
導
者

●
対
象　

市
内
小
学
生

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み
方
法　

市
内
各
小
学
校
に
配
布

す
る
チ
ラ
シ
で
当
日
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
共
催　

白
石
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

心
身
に
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
強

く
生
き
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
、
市
民
が

心
身
障
害
児
者
へ
の
理
解
を
高
め
る
場
と
し

て
、
福
祉
ま
つ
り
会
場
内
で
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
28
日（
日
）10
時
〜
14
時
30
分

●
会
場　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
（
ア
リ
ー
ナ
）

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど

　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
を
中
心
と
し
た

市
民
を
対
象
に
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
し
て

い
る
米
村
で
ん
じ
ろ
う
先
生
の
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日（
火
）14
時
〜
15
時
30
分

●
会
場　

白
石
第
二
小
学
校
体
育
館

●
講
師　

チ
ャ
ー
リ
ー
西
村
氏

（
米
村
で
ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
）

●
共
催　

白
石
市
教
育
委
員
会

※
保
護
者
、
一
般
の
方
も
無
料
で
見
学
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

本
年
２
０
０
７
年
が
、
片
倉
小
十
郎
景
綱

公
の
生
誕
４
５
０
年
に
当
た
る
の
に
ち
な
み
、

景
綱
公
に
関
す
る
講
演
会
や
、
ゆ
か
り
の
あ

る
史
跡
巡
り
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
午
前
の
部
】

●
日
時　

11
月
18
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場　

碧
水
園
（
能
楽
堂
）

●
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：
景か
げ

綱つ
な

囃ば
や

子し

演
奏

講
演
会
「
片
倉
小
十
郎
が
生
き
て
い
た
時
代

の
戦
闘
に
つ
い
て
」

講
師　

宮
城
学
院
女
子
大
学
国
際
文
化
学
科

　
　
　

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
教
授

●
定
員　

１
５
０
名

※
整
理
券
を
10
月
上
旬
か
ら
、
市
民
課
（
本

庁
１
階
）、
生
涯
学
習
課
（
本
庁
２
階
）、

各
公
民
館
、
碧
水
園
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
働
く
婦
人
の
家
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
の
各
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
当
日
は
、

整
理
券
が
な
く
て
も
入
場
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
午
後
の
部
】

●
日
時　

11
月
18
日（
日
）12
時
〜
18
時

●
内
容　

景
綱
公
と
ゆ
か
り
の
あ
る
史
跡
巡
り

　
　
　
　
（
米
沢
市
成
島
八
幡
宮
な
ど
）

●
講
師　

市
教
育
委
員
会
学
芸
員

●
定
員　

大
人
15
名
、中
学
生
以
下
10
名
（
申

し
込
み
必
要
。
先
着
順
）

●
参
加
費
（
昼
食
代
、
保
険
料
な
ど
）

　

大
人
：
１
、０
０
０
円
、中
学
生
以
下
：
５
０
０
円

※
午
後
の
部
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

午
前
の
部
と
併
せ
て
参
加
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

11
月
２
日（
金
）

●
共
催　

白
石
市
教
育
委
員
会

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
、
遊
び
歌
あ
り
、

ダ
ン
ス
あ
り
、
ぶ
ら
ぶ
ら
シ
ア
タ
ー
あ
り
の

親
子
で
参
加
で
き
る
、
と
て
も
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
親
子
お
そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
！

●
日
時　

12
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
出
演　

あ
き
ら
ち
ゃ
ん
＆
リ
カ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
（
ア
ト
リ
エ
自
遊
楽
校
）

●
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

４
０
０
名

●
共
催　

白
石
市
教
育
委
員
会

※
整
理
券
を
11
月
上
旬
か
ら
市
民
課
（
本
庁

１
階
）、
生
涯
学
習
課
（
本
庁
２
階
）、
中

央
公
民
館
の
各
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
当

日
は
、
整
理
券
が
な
く
て
も
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺
に
、
白
石

の
風
景
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
白
石
に
ち

な
ん
だ
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
掲
示
し
ま
す
。

　

城
下
町
白
石
の
魅
力
を
、
作
品
を
通
し
て

再
認
識
し
ま
し
ょ
う
！

●
期
間　

10
月
１
日（
月
）〜
12
月
16
日（
日
）

●
会
場　

白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺

●
協
力　

仙
南
歌
人
会
、蔵
王
俳
句
会
、白
柳
会

参
加
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

参
加
無
料

3
で
ん
じ
ろ
う
直
伝
！

お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

6
白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺
に「
白
石
を
詠
む
」

〜
城
下
町
白
石
を
詠
む
〜

5
あ
き
ら
ち
ゃ
ん
・
リ
カ
ち
ゃ
ん

ク
リ
ス
マ
ス
子
育
て
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

4
歴
史
へ
の
誘い

ざ
な

い

「
片
倉
小
十
郎
景
綱
生
誕
４
５
０
年
」

2
白
石
市
心
身
障
害
児
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

1
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
サ
ッ
カ
ー
教
室

ホ
ワ
イ
ト
ピ
ア
２
０
０
７
in
し
ろ
い
し

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

白
石
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会（
事
務
局
：
生
涯
学
習
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
２
２
―
１
３
２
７　

4
２
２
―
１
４
５
１

第
15
回
白
石
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

生
涯
学
習
強
化
月
間
／
10
月
１
日（
月
）〜
11
月
30
日（
金
）

ホ
ワ
イ
ト
ピ
ア
２
０
０
７
in
し
ろ
い
し
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ま・ち・か・ど IN！ 皆さんからのすてきな情報を待ってます！

　鷹巣地区コミュニティセンターで
７月28日、主に心肺蘇

そ

生
せい

法やＡＥＤ
（自動体外式除細動器）の習得を目的
とした救急応急処置講習会が行われ
ました。鷹巣地区コミュニティ推進
協議会の主催で行われた講習会には、
緑が丘地区や鷹巣地区の住民21名が
参加。白石消防署の職員が指導する
中、参加者の皆さんは真剣な表情で
応急処置の方法を学んでいました。
　講習終了後には、受講者全員に修
了証が交付されています。

　９月１日～９日の期間、市内中心
部で「レトロフェスタ in ＳＨＩＲＯ
ＩＳＨＩ」が開催されました。

　この催しは、プレ仙台・宮城デス
ティネーションキャンペーンの一環
で開催されたものです。期間中、壽

す

丸
まる

屋敷では段ボール製の甲
かっ

冑
ちゅう

や昭和
期の生活用品などが展示されたほか、
９月２日にはすまｉ

い

るひろばに昭和
期の車やボンネットバスが登場。バ
スは実際に遊覧するなど、会場はた
くさんの人でにぎわいました。

　増加する高齢者事故に歯止めを掛
けようと、７月～８月にかけ、薬師
の湯ひまわりセンターで８回にわた
り、交通安全講習会が行われました。
　講習会には、市の生きがいデイ
サービス事業「ほっとくらぶ・薬師」
を利用している高齢者合計約300名
が参加。白石警察署交通課の警察官
の説明に聞き入っていました。最後
に反射材が全員に配布され、靴のか
かと部分に張り付けるなどして、身
を守る第一歩を踏み出していました。

AEDの使い方も学びました

鷹巣地区で救急応急処置講習会
注意こそが安全の第一歩！

「ほっとくらぶ・薬師」交通安全講習会

懐かしの車に大興奮！

レトロフェスタ in SHIROISHI

　翌５日には、スポーツ交流大会が
行われ、サッカーは第一小学校グラ
ウンド、剣道は東中学校体育館で、
それぞれ力の入った熱戦を繰り広
げ、さわやかな汗を流しました。
　大会終了後には、スパッシュラン
ドしろいしでバーベキューやプール
遊びを行い、交流を深めていました。
　今回の大会を通じて、海老名市と
の友好の輪がさらに広がるととも
に、夏休みの楽しい思い出となった
ことでしょう。

　福岡蔵本の県道南蔵王・白石線（作
屋付近）で８月19日、白石地区交通
安全協会福岡西支部の女性部の皆さ
んが中心となり、夏の交通事故防止
キャンペーンを行いました。

　キャンペーンでは、甲
かっ

冑
ちゅう

姿に身を
包んだ女性部員が、ドライバーに
「ほっと一息」ついてもらおうと、お
菓子セットなどを配布。夏の強い日
差しの中、１時間ほどで配布を終え
た女性部の皆さんからは、大量の汗
と明るい笑顔があふれていました。

　８月４日から６日までの３日間、
姉妹都市である海老名市との少年少
女スポーツ交流大会が開催され、サッ
カーと剣道の選手のほか、指導者な
ど56名の皆さんが本市を訪れ、少年
スポーツによる姉妹都市交流を行い
ました。
　到着した一行は、まず中央公民館
で行われた歓迎会・対面式に出席。
対面式では、出迎えた白石の子ども
たちとお互いに自己紹介をして笑顔
で握手を交わしていました。

「ほっと一息」で安全運転！

福岡蔵本で交通安全キャンペーン

姉妹都市のきずなを深めました！

海老名・白石少年少女スポーツ交流大会

▲懐かしの車が並んだすまｉ
い

るひろば

▲真剣な表情で受講する参加者の皆さん

▲一列に並んでけいこ始め！（剣道）

▲選手役員全員そろって（サッカー）

▲お菓子セットを配布する女性部の皆さん

▲説明を受ける「ほっとくらぶ」の皆さん

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

「 

秋 

」
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「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
と
い
い
ま
す

が
、
秋
に
な
る
と
さ
わ
や
か
で
気
分
が

晴
れ
ば
れ
と
す
る
、
天
候
の
良
い
日
が

続
き
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期
は
、
食
欲

が
増
す
ば
か
り
で
な
く
、
身
体
を
動
か

す
の
に
適
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

で
も
あ
り
ま
す
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

身
体
を
大
い
に
動
か
す
こ
と
が
健
康
や

美
ぼ
う
を
保
つ
秘
け
つ
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

今
年
は
７
日
に
市
民
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
種
目
も
多
彩
で
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
鈍
足
だ
っ
た
私
で
も
楽

し
く
参
加
で
き
る
大
会
で
す
。
球
技
な

ど
の
体
育
は
好
き
で
し
た
が
、
足
が
遅

い
の
で
、
走
る
こ
と
が
大
の
苦
手
で
し

た
。
幼
稚
園
時
代
か
ら
徒
競
走
で
は
一

番
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
（
泣
）。

そ
う
い
え
ば
子
ど
も
の
こ
ろ
、
お
ふ
く

ろ
か
ら
「
お
前
は
チ
ョ
ロ
助
な
の
に
な

ん
で
走
る
の
は
遅
い
の
だ
ろ
う
ね
？
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
チ
ョ
ロ
助
＝
俊
足
と
は
限
ら
ず
」
と
い

う
こ
と
を
長
年
証
明
し
て
き
た
わ
け
で

す
か
ら
…
お
ふ
く
ろ
の
嘆
き
も
分
か
り

ま
す
。
運
動
会
の
花
形
は
な
ん
と
い
っ

て
も
俊
足
の
人
で
す
か
ら
ね
…
。
で
も

そ
ん
な
私
で
も
活
躍
の
場
は
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
綱
引
き
」
で
す
。
Ｙ
町
時
代

に
は
準
優
勝
（
Ｍ
町
が
強
か
っ
た
！
）

そ
し
て
今
の
Ｗ
町
で
は
第
３
位
と
い
う

成
績
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ
の
競
技
、

一
本
の
綱
に
競
技
者
の
力
を
う
ま
く
結

集
さ
せ
る
と
楽
に
勝
て
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

と
で
も
互
い
の
呼
吸
が
乱
れ
た
り
す
る

と
空
回
り
を
し
、
簡
単
に
負
け
て
し
ま

い
ま
す
。
奥
が
深
く
、
共
同
の
精
神
が

大
切
な
、
参
加
者
や
応
援
方
の
ど
ち
ら

も
共
に
と
て
も
熱
く
な
る
競
技
の
一
つ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
秋
」
と
は
、
も
と
は
「
禾い

ね

（
作
物
）

＋
束
（
た
ば
ね
る
）」
と
い
う
字
で
、
作

物
を
集
め
、
束
ね
収
め
る
こ
と
で
し
た

が
、
現
在
の
字
は
「
禾
＋
火
」
で
作
物

を
火
や
太
陽
で
乾
か
し
て
収
縮
さ
せ
る

こ
と
を
示
す
意
味
も
持
っ
て
い
ま
す
。

天
文
学
で
は
秋
分
か
ら
冬
至
ま
で
、
太

陽
暦
で
は
９
月
か
ら
11
月
ま
で
、
太
陰

暦
で
は
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
カ
月

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。「
秋
」
の
語
源
に

つ
い
て
は
、「
秋
空
が
ア
キ
ラ
カ
（
清
明
）

で
あ
る
」、「
収
穫
が
ア
（
飽
）
キ
満
ち
る
」、

ま
た
「
草
木
の
葉
が
ア
カ
（
紅
）
く
な
る
」

と
い
う
言
葉
の
音
か
ら
始
ま
っ
た
と
す

る
説
が
あ
る
よ
う
で
す
。

今
で
こ
そ
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
法
に

よ
り
、「
体
育
の
日
」
が
10
月
の
第
２
月

曜
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
以
前
は
10
月

10
日
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

か
？　

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
幕
日
が
10
月
10
日
で
あ
り
、
統

計
的
に
晴
れ
の
日
が
極
め
て
多
い
特
異

日
と
い
う
こ
と
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
収
穫
の
実
り
を
楽
し
み
、
外

に
出
て
身
体
を
動
か
し
、
心
身
の
健
康

増
進
を
図
る
と
共
に
、
地
域
行
事
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
外
で
の
交
流

や
、
ご
近
所
の
融
和
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。「
共
に
」

の
精
神
を
忘
れ
ず
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！話

は
変
わ
り
ま
す
が
、
力
士
を｢

○
○

関｣

と
呼
ぶ
わ
け
を
ご
存
じ
で
す
か
？

【
９
月
号
の
答
え
】

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
「
ｃ
ａ
ｐ
ａ
」
か

ら
き
て
お
り
、「
合
羽
」
は
当
て
字
で
す
。

16
世
紀
ご
ろ
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
な
ど
の
着
て
い
た
「
袖
が
な
く
て
裾

が
広
い
も
の
」
か
ら
き
ま
し
た
。
明
治

以
降
は
、
防
寒
用
が
マ
ン
ト
と
呼
ば
れ
、

雨
具
用
の
も
の
が
カ
ッ
パ
と
か
雨
ガ
ッ

パ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　８月５日、福岡中学校の校内ボラ
ンティアサークル「ＰＳＣパトロー
ル」のメンバーが、防犯協会の隊員
や白石警察署員らと共に、防犯・防
災・交通安全の観点から地域の安全
点検を行いました。

　猛暑の中、活動を終えた生徒は「身
近にも危険個所があり、みんなに知
らせていきたいです。」と語り、点
検の結果は「安全マップ」にまとめ
られ、校内に掲示するほか、福岡・
深谷両小学校に寄贈されます。

　８月26日、小原公民館弓道場で小
原地区弓道大会が開催されました。
　小原地区では、市の指定文化財に
指定されている｢百矢納め｣が今も
継承されています。これは、100本
の矢が的を射抜くと、その年は五穀
豊
ほう

穣
じょう

と家内安全であるという神事。
　今年の大会には、小原弓道愛好会
の会員15名が出場し、残暑が厳しい
中28ｍ離れた直径36㎝の的を射貫
き、日ごろの練習の成果を競い合い
ました。

地域の安全を守ります！

地域の伝統文化継承のために！

第19回小原地区弓道大会

中学生ボランティアが地域を巡視

▲28ｍ先の的に狙いを定める選手たち

▲地域内を点検する生徒たち



市民文芸
応募方法
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の併記は不
可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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背
丈
ほ
ど
伸
び
た
る
ヨ
モ
ギ
茂
り
合
い
廃
校
の
庭
わ

た
る
風
な
し 

四
竈　

英
夫

兄
た
ち
の
留
守
を
守
り
て
ち
ち
は
は
と
田
畑
耕
し
し

は
六
十
二
年
前 

髙
子
う
こ
ん

腰
ま
で
も
早
瀬
に
つ
か
り
竿さ

お

振
り
て
鮎
を
釣
り
上
ぐ

夏
の
お
と
づ
れ 

後
藤
今
朝
雄

ふ
み
月
の
夜
の
晴
れ
間
は
月
あ
か
り
地
面
に
ホ
タ
ル

光
と
も
せ
り 

八
嶋　

正
子

薄
暗
き
蚕
屋
の
中
に
桑
を
喰
む
音
さ
や
さ
や
と
夏
は

来
に
け
り 

阿
部　

英
雄

雨
続
き
畑
の
手
入
れ
ま
ま
な
ら
ず
さ
さ
げ
胡き

ゅ
う
り瓜

も
地

べ
た
這は

い
居
る 
阿
部
み
さ
子

若
き
日
に
む
つ
み
合
い
に
し
砂
浜
は
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト

の
底
に
消
え
た
り 

阿
部
は
ぎ
の

工
事
す
る
騒
音
の
中
切
れ
切
れ
に
ひ
ぐ
ら
し
の
声
夕

焼
け
に
つ
つ
ま
る 

平
間　

久
子

杉
木
立
の
路
を
娘
と
歩
み
ゆ
け
ば
山や

ま

百ゆ

合り

の
香
り
谷

よ
り
吹
き
来 

川
村　

静
恵

わ
ら
べ
歌
聞
け
ば
偲し

の

び
ぬ
幼
き
日
父
の
戦
死
に
苦
労

の
母
を 

水
戸　

光
穂

　
　

一
首
目
、
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
て
、
息
苦
し
い

ま
で
の
景
を
詠
ま
れ
た
。
結
句
に
思
い
が
こ
も
る
。

　

二
首
目
、
健け

な

気げ

に
働
い
た
往
時
を
偲
ぶ
。
無
事
戻

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

三
首
目
、「
釣
り
上
ぐ
」
と
ひ
と
ま
ず
言
い
切
っ

た
（
終
止
形
）
後
、
こ
の
よ
う
な
喜
び
が
即す

な
わ

ち
作
者

に
と
っ
て
の
夏
の
訪
れ
だ
と
し
て
い
る
。

金
魚
減
り
水
槽
大
き
く
な
り
に
け
り 

岩
松　

隆
志

草
々
の
朝
露
こ
ぼ
し
ゆ
き
し
風 

山
家　

弘
子

夏
つ
ば
め
風
に
階
段
あ
る
ご
と
く 

服
部　

忠
孝

山
み
ち
に
馬
の
墓
あ
り
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ 

制
野　

リ
エ

今
年
ま
た
亡
き
父
母
へ
茄な

子す

の
馬 

遠
藤　

忠
臣

秋
風
や
日
陰
に
句
碑
の
ひ
っ
そ
り
と 

福
原　

峯
子

夕
立
が
森
の
中
を
走
っ
て
く 

沼
田
伊
久
俊

農
友
と
仕
事
片
付
け
山
の
湯
へ 

川
村　

静
恵

山く
ち
な
し

梔
子
や
雨
の
中
な
る
白
さ
か
な 

大
庭　

良
子

夕
涼
み
そ
ぞ
ろ
歩
道
の
熱
気
か
な 

阿
部
は
ぎ
の

　
　

一
句
目
、
金
魚
は
水
質
や
温
度
の
調
整
が
大
変

だ
と
い
う
。
数
の
減
っ
た
水
槽
が
大
き
く
な
っ
た
よ

う
だ
と
、
亡
き
金
魚
を
思
う
句
。

　

二
句
目
、
清
ら
か
な
朝
露
を
こ
ぼ
し
ゆ
く
風
。
こ

ぼ
れ
る
露
の
輝
き
が
美
し
い
句
と
な
っ
た
。

　

三
句
目
、
直
線
的
に
飛
ぶ
ツ
バ
メ
が
、
空
中
に
階

段
が
あ
る
よ
う
に
飛
ぶ
の
を
発
見
さ
れ
て
の
句
。
観

察
の
妙
。

注
意
し
て
逆
切
れ
を
す
る
反
抗
期 

草
野　
　

清

こ
れ
以
上
気
力
体
力
な
い
暑
さ 

大
庭　

良
子

倖し
あ
わ

せ
は
握
り
し
め
る
と
こ
ぼ
れ
落
ち 

斎
藤　

典
子

叩た
た

い
て
も
西す

い
か瓜
の
返
事
聞
き
と
れ
ぬ 

阿
部
は
ぎ
の

永
田
町
億
で
我
が
家
は
円
単
位 

水
戸　

光
穂

五
七
五
寝
て
て
浮
か
ん
で
朝
は
消
え 

阿
部
み
さ
子

議
員
さ
ん
タ
レ
ン
ト
さ
ん
が
似
合
い
そ
う

 

髙
子
う
こ
ん

か
ぶ
と
の
緒
締
め
て
も
笑
い
止
ま
ら
な
い

 

山
田　
　

守

窓
ご
し
に
見
つ
め
合
う
か
な
恋
の
猫 

寺
崎　

悦
子

プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
い
相
手
が
現
わ
れ
ず 

高
橋　

要
一

　
　

一
句
目
、
注
意
し
て
も
逆
に
す
ご
ま
れ
る
の
で

は
、
う
か
つ
に
で
き
な
い
。
つ
い
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

す
る
こ
と
に
も
。
注
意
を
す
る
の
に
も
勇
気
が
い
る

と
は
。

　

二
句
目
、
今
年
の
夏
は
ま
さ
に
酷
暑
。
体
調
を
崩

し
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
秋
口
の
体
調
管
理
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
を
。

　

三
句
目
、
幸
せ
は
、
つ
か
も
う
と
す
る
と
逃
げ
て

ゆ
く
。
青
い
鳥
が
結
局
は
わ
が
家
に
い
た
よ
う
に
、

自
然
の
ま
ま
が
一
番
幸
せ
な
の
か
も
。

評

評 評

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 （10月1日～11月5日）〈　　＝花火打ち上げ〉

※そのほかのイベント情報などの詳細については、市のホームページをご覧ください。

開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考

～10月  8日（祝） 9:00～
17:00　 お月見と古文書展 武家屋敷

「旧小関家」

大人         200円、
高校生以下100円
※9月号の入場券
持参の方は無料

博物館建設準備室
☎22-1343

10月  1日（月）
～28日（日）

まるごとうーめんまつり・うー
めんたべあるき（参加店はのぼ
り有り）・スタンプラリー

のぼりのあるうーめんま
つり参加店（詳しくはお
問い合わせください）

仙台・宮城DC白石市推
進協議会（商工観光課内）
☎22-1321

10月  7日（日） 9:00～ 第79回白石市民体育大会
※雨天時は8日、8日雨天の場合は14日

白石川緑地公園
陸上競技場 参加無料 社会教育課

☎22-1343

10月14日（日）通過予定10:00～11:30
ラ・フェスタ　ミッレミリア2007
（クラシックカーによる国際ラリーレース）

白石城大手門前広場
（スタンプポイント） 見学無料

白石市観光協会
（商工観光課内）
☎22-1321

10月14日（日）13:00～（受け付け12:00）白石城日本刀鑑賞会
白石城天守閣

1階
参加費2,000円
※申し込み必要

白石城管理事務所
☎24-3030

10月16日（火）～ 9:00～
17:00　

故島田真コレクション展PART2
※10月15日まではPART1を開催 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 15頁掲載

10月20日（土）10:00～14:00　 こども白石城 白石城本丸内 入場無料
こども白石城実行委
員会（企画情報課内）
☎22-1324

４頁掲載

10月21日（日）10:00～15:00　 白石城茶会 白石城・碧水園 有料
※詳しくはお問い合わせください

古典芸能伝承の館
☎25-7949 16頁掲載

10月26日（金）
～11月18日（日）

9:00～
17:00　 第9回白石城菊花展 白石城本丸内

特設会場 入場無料 白石城管理事務所
☎24-3030

10月28日（日）10:00～12:00　
第15回白石市生涯学習フェスティバル事業
「ベガルタ仙台サッカー教室」（小学生対象）
※小雨決行

白石高等学校
第二グラウンド

参加無料
（定員100名）

白石市生涯学習
フェスティバル
実行委員会事務局
（生涯学習課内）
☎22-1327

5頁掲載

10月28日（日）10:00～14:30　
第15回白石市生涯学習フェスティバル事業
白石市心身障害児者フォーラム
（福祉まつりの会場内）

ホワイトキューブ
（アリーナ） 入場無料 5頁掲載

10月28日（日）14:30～
ホワイトキューブ10周年記念
西村由紀江コンサート（ピアノ）
※開場14時～

ホワイトキューブ
全席指定前売り券

3,500円
※当日券4,000円、学生半額

ホワイトキューブ
☎22-1290

11月  3日（土）
～  4日（日） 9:00～ 第29回白石市農業祭 ホワイトキューブ 入場無料 農林課

☎22-1253 23頁掲載

6:00
9:00

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇
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英　
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～平成18年10月にサークル活動を始めました～
●日時／毎月第１・第３水曜日　９:30～12:00
●場所／中央公民館

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

ダニーの

マイ
サークル
白石婦人会レザークラフトサークル

１98

　真壁　治子　025-4895

　先生は優しく、丁寧に指導してください

ます。皮革の選定に始まり、デザイン、染

色、縫製、付属品の取り付け、仕上げま

で、何段階もの工程を終えて、世界で一つ

だけの作品を作り上げます。その作品が完

成したときの喜びは格別です。

　作品はどれも一針一針手縫いで、どのブ

ランドにも負けないほど、素晴らしいもの

となります。

　みんな明るく、楽しく作品づくりに励ん

でいます。ぜひ一度見学においでくださ

い。お待ちしています。

「食べることは、生きることだ」
はじめまして！　ダニー・ローゼンバウムと申します。

24歳です。出身はオーストラリアのシドニーです。国際
コーナー初登場となります。これから、皆さんに向けて
おもしろい記事を書きたいと思います。どうぞ、お楽し
みください！
食べているときが、一番幸せだという人は多いと思い

ます。人間のサバイバルには食べることが最も大事な活
動ですし、現在の忙しい人生の中でリラックスする方法
の一つとしても、とても大切だと思います。それにほか
の国の食べ物を試すことも文化の違いを理解するステッ
プの一つなのではないかと思います。
私が、初めて日本料理を食べたのは16歳の時でした。

お母さんと買い物をしていたら、いきなりWhy don't 
we try some Sushi?　公

く

文
もん

式で日本語の勉強を頑張って
いるから、日本語で注文してごらん！　とお母さんに言
われた記憶があります。しかし、寿司なんて初めてだっ
たし、周りのお客さんの前で下手な日本語を使うのも恥
ずかしかったのですが、寿司のおいしさと日本人との楽

しい交流ができたので、結局楽しい経験になりました。
そのときから、いろいろな日本料理に挑戦して、日本

の文化を少しずつ分かるようになったと思います。８月
に白石に来て、歓迎会で刺し身を出され、「生ものは大
丈夫ですか」と聞かれたときに、自信を持って｢はい｣
と言いました。オーストラリアでは寿司は数年前からは
やっています。寿司屋と回転寿司がビックリするぐらい
多いです。そして、ショッピングセンターの食堂で箸

はし

を
使っているオーストラリア人を見ることも全然珍しくな
いです。実は、もともとアジアン料理は人気があり、最
近は日本料理やタイ料理、ベトナム料理などがブームと
なっています。
外国の料理を食べることから、外国語を習うこと、海

外へ行くきかっけとなることも多いと思いますので、皆
さんもいろいろな国の料理を試しながら、異文化交流を
楽しみましょう！　本当に食べることは、生きることだ
と思います。



　は問い合わせ先です
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広
報
し
ろ
い
し
８
月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
分
の
確
定

申
告
か
ら
「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」
が

廃
止
さ
れ
、
実
際
の
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
く
「
収
支
計
算
」
で

の
申
告
と
な
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
を
行
う
に
は
領
収
書
な

ど
、
必
要
経
費
の
分
か
る
書
類
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
農
作
業
を
委
託
さ
れ
て

い
る
方
は
、
領
収
書
を
発
行
し
て
も
ら

う
の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
領
収
書
が
な
い
場
合
は
原
則
、
必

要
経
費
と
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
領
収
書
を
発
行
し
て
も
ら
う
と
き

は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

領
収
書
に
は
支
払
っ
た
金
額
や
受
領

日
の
ほ
か
、
受
取
人
の
住
所
と
氏
名
の

記
載
が
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
本
市

で
は
後
日
、
農
作
業
の
請
負
人
と
委
託

人
の
申
告
状
況
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

領
収
書
を
発
行
し
て
も
ら
う
と
き
は
記

入
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　

0
２
２
―
１
３
１
３

　

最
新
の
統
計
資
料
や
市
町
村
一
覧
、

行
事
予
定
な
ど
を
掲
載
し
、
見
や
す
く

使
い
や
す
い
、
平
成
20
年
版
「
み
や
ぎ

手
帳
」
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

●
頒
布
価
格
（
税
込
み
）

　

大
型
版
（
17.5
×
8.8
㎝
）
５
０
０
円

●
申
込
先

　

企
画
情
報
課
ま
た
は
各
地
区
公
民
館

●
申
込
締
め
切
り
日　

10
月
19
日（
金
）

問
企
画
情
報
課　

0
２
２
―
１
３
２
４

〜
悩
み
や
苦
情
は
ま
ず
相
談
〜

　

10
月
15
日
か
ら
21
日
は
、
秋
の
行
政

相
談
週
間
で
す
。
総
務
省
で
は
、
行
政

相
談
制
度
の
よ
り
一
層
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
、
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法

人
、特
殊
法
人
な
ど
へ
の
苦
情
や
意
見
、

要
望
と
い
っ
た
ご
相
談
に
応
じ
、
そ
の

解
決
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
行
政
相
談
員
の

梶
川
み
つ
子
さ
ん
と
島
貫
征
夫
さ
ん

が
、市
庁
舎
で
の
定
例
相
談
会
の
ほ
か
、

い
つ
で
も
自
宅
で
皆
さ
ま
の
相
談
に
無

料
で
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■「
巡
回
行
政
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

●
日
時　

10
月
20
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

白
川
公
民
館
（
図
書
室
）

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

　

県
内
の
オ
ス
メ
イ
ト（
人
工
こ
う
門
・

人
工
ぼ
う
こ
う
保
持
者
）
と
そ
の
ご
家

族
を
対
象
に
し
た
、
術
後
の
ケ
ア
や
補

装
具
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

●
日
時　

10
月
13
日（
土
）13
時
〜
16
時

●
場
所　

大
河
原
町
中
央
公
民
館

問（
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　

宮
城
県
支
部（
菅
原
方
）

　

0
０
２
２
８
―
３
２
―
４
２
３
４

　
（
社
）全
国
労
働
基
準
関
係
団
体
連
合

会
で
は
、長
時
間
労
働
や
残
業
手
当
、労

働
条
件
の
変
更
と
解
雇
退
職
、い
じ
め
な

ど
、労
働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。本
人
・
ご
家
族
を
問
い
ま

せ
ん
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間

・
月
〜
金
曜
日　

14
時
〜
20
時

・
土
曜
日　

13
時
〜
18
時

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

!
０
１
２
０
―
５
５
４
―
３
４
５

　

来
年
４
月
に
小
学
校
就
学
予
定
の
児

童
を
対
象
に
「
発
達
検
査
」
を
行
い
ま

す
。
左
記
の
日
程
で
検
査
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。
当
日
は
保
護
者
ま
た
は
代
理

の
付
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課　

0
２
２
―
１
３
４
２

　

平
成
19
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
、
４

カ
月
分
の
児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま

す
。
10
月
５
日
以
降
、
該
当
す
る
金
融

機
関
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
「
支
払
通
知
書
」

の
様
式
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
10
月

期
の
振
込
日
前
に
今
後
１
年
分
（
10
月

期
・
２
月
期
・
６
月
期
）
の
内
容
を
通

知
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
、
児
童
手

当
が
振
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
至

急
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
課　

0
２
２
―
１
３
６
３

　

７
月
に
有
害
広
告
物
撤
去
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
有
害
広
告
物
は
ほ
と

ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境

に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
11
月
17
日（
土
）に
青
少
年
健
全
育
成

市
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

　

今
年
も
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
市
内
の
小
・
中
・

高
校
、
地
域
の
団
体
か
ら
活
動
に
つ
い

て
発
表
を
い
た
だ
き
ま
す
。

問
青
少
年
の
た
め
の
白
石
市
民
会
議
事

務
局
（
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

　

0
２
２
―
１
３
４
２（
内
線
４
４
５
）

　

交
通
安
全
思
想
の
推
進
と
悲
惨
な
交

通
事
故
や
飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
目
的
と

し
て
、
交
通
安
全
市
民
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
６
日（
火
）10
時
〜

●
場
所　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

学校名 実施月日 受付時間
大鷹沢小学校 10月 2日（火）13:30 ～ 13:50
深谷小学校 10月12日（金）13:45 ～ 14:00
白石第二小学校 10月12日（金）14:00 ～ 14:20
越河小学校 10月12日（金）14:00 ～ 14:20
白川小学校 10月15日（月）14:00 ～ 14:15
大平小学校 10月17日（水）13:30 ～ 13:45

白石第一小学校 10月18日（木）男子13:30 ～ 13:50
女子14:10 ～ 14:30

小原小学校 10月18日（木）14:45 ～ 14:55
斎川小学校 10月26日（金）13:30 ～ 13:40
福岡小学校 10月26日（金）13:45 ～ 14:00

オ
ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

仙
台
労
働
時
間
等
相
談
セ
ン
タ
ー

を
ご
存
じ
で
す
か
？

農
作
業
を
委
託
さ
れ
て
い
る
方
へ

領
収
書
の
受
け
取
り
を
忘
れ
ず
に

市
内
の
環
境
浄
化
が
進
ん
で
い
ま
す

〜
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
〜

「
み
や
ぎ
手
帳
」を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

平
成
20
年
次
就
学
時
発
達
検
査
を

実
施
し
ま
す

10
月
15
日
か
ら
21
日
は

秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

第
30
回
交
通
安
全
市
民
大
会
を

開
催
し
ま
す

D o you know?

く
ら
し
の
ヒ
ン
ト

11

問
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

　

0
２
２
―

０
７
８
３

　
（
相
談
日　

月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お　

な　

や　

み

「
美
」に
つ
け
こ
む
悪
質
商
法

〜
あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
〜

　

会
社
な
ど
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
た
方
も
、
20
〜
60
歳
ま
で
の
間
に
離

職
し
た
と
き
は
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
と
な
り
、
自
分
で
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
免
除
制
度
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
申
請
に
は
離
職
票
や
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど
の
写
し
が
必
要

で
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
年
金
記
録
の
照
会
を
市
役
所
で
取
り

次
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

　

市
内
在
住
で
年
金
加
入
記
録
の
照
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
免
許
証
や
保
険

証
な
ど
、
住
所
や
氏
名
、
生
年
月
日
な

ど
が
確
認
で
き
る
も
の
と
、
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
、
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
を
ご
用
意
の
上
、
市
民
課

国
民
年
金
相
談
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
後
日
、
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
ご
本
人
へ
、
記
録
の
結
果
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

※
代
理
人
の
場
合
は
印
鑑
や
委
任
状
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
年
金
請
求
・
年
金
受
給
の
ご
相
談
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
！

●
一
般
回
線

0
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

●
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
専
用
回
線

0
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５

●
受
付
時
間
（
月
〜
金
曜
日
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
月
曜
日
は
19
時
ま
で
、
第
２
土
曜
日

は
９
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で
実
施
。

●
年
金
の
記
録
相
談

!
０
１
２
０
―
６
５
―
７
８
３
０

　

今
月
号
で
は
、
当
相
談
室
に
相
談
が

寄
せ
ら
れ
た
事
例
の
中
か
ら
、
主
に
若

い
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
質
商

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
事
例
１

　

新
聞
折
り
込
み
の
求
人
広
告
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の
面
接
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、「
仕
事
に
必
要
な
の

で
化
粧
品
セ
ッ
ト
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。
今
契
約
す
れ
ば
30
％
引
き
で
購
入

で
き
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

断
る
と
就
職
で
き
な
い
と
思
い
契
約

し
ま
し
た
が
高
額
で
す
。
就
職
は
い
い

の
で
解
約
し
た
い
の
で
す
が
。

■
事
例
２

　

仙
台
市
の
路
上
で
「
エ
ス
テ
を
無
料

体
験
し
ま
せ
ん
か
。」
と
声
を
掛
け
ら

れ
、
体
験
し
た
と
こ
ろ
「
あ
な
た
は
老

廃
物
が
排
出
し
に
く
い
体
質
な
の
で
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
ん
で
内
部
か
ら
改

善
し
た
方
が
良
い
。」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
化
粧
品
を
購
入

し
ま
し
た
が
、
高
額
な
の
で
解
約
し
た

い
の
で
す
が
。

■
事
例
３

　
「
宝
飾
品
を
セ
ッ
ト
購
入
し
、
一
つ

だ
け
自
分
の
好
き
な
商
品
を
チ
ョ
イ

ス
。
ほ
か
の
商
品
は
一
般
の
方
に
レ
ン

タ
ル
で
き
ま
す
。」
と
の
勧
誘
で
５
セ
ッ

ト
を
購
入
し
、
選
ん
だ
１
品
以
外
は
レ

ン
タ
ル
の
た
め
返
却
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
レ
ン
タ
ル
料

が
入
金
さ
れ
な
い
の
で
、
も
う
や
め
た

い
の
で
す
が
。

■
事
例
４

　

高
校
時
代
の
友
人
か
ら
の
勧
誘
で
エ

ス
テ
を
千
円
で
体
験
し
た
と
こ
ろ
、「
体

質
改
善
を
し
な
い
と
や
せ
ら
れ
な
い
」

と
言
わ
れ
て
エ
ス
テ
チ
ケ
ッ
ト
と
化
粧

品
、
健
康
食
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
す
ぎ
る
の
で
も
う
解
約
し
た

い
の
で
す
が
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
高
額
な
化
粧
品
の

割
引
を
え
さ
に
、
友
人
か
ら
友
人
へ
と

芋
づ
る
式
に
入
会
を
勧
誘
す
る
悪
質
商

法
も
あ
り
ま
す
。
ス
タ
イ
ル
も
大
事
で

す
が
、
本
当
に
自
分
に
必
要
か
ど
う
か

を
考
え
、
そ
の
場
で
の
契
約
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
事
例
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
健
康
ア
ン
ケ
ー

ト
」
と
称
し
て
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
訪
ね
、
最
後
に
健
康
器
具
や
健
康

食
品
の
購
入
を
迫
る
事
例
や
、「
床
下

の
無
料
点
検
で
す
。」
と
親
切
を
装
い
、

水
漏
れ
を
発
見
す
る
と
高
額
な
床
下
換

気
扇
の
購
入
を
勧
め
る
事
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
ご
紹
介
し
た
「
民
事
裁
判
取
り

下
げ
」
や
「
通
販
未
払
い
督
促
」、「
民

事
訴
訟
最
終
通
告
書
」
な
ど
の
通
知
書

も
再
び
増
え
て
き
ま
し
た
。
連
絡
は
絶

対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、「
借
金
を
一
本
化
し
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
「
保
証
料
詐
欺
」
も
増

え
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
話
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
を
！　

ま
ず
は
当
相
談

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、
資
源
ご
み
「
紙
類
」
の
分
別

と
出
し
方
で
す
。
紙
類
は
、
①
新
聞
紙
、

②
雑
誌
・
本
、
③
衣
類
、
④
段
ボ
ー
ル
、

⑤
紙
パ
ッ
ク
、
⑥
雑
紙
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
〜
⑤
は
必
ず
十
文
字
の
ひ
も
と
じ
を
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
（
雨
や
雪
で
ぬ
れ
る

場
合
は
赤
の
指
定
袋
へ
）。
⑥
の
雑
紙
は
、

赤
の
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

①
新
聞
紙
に
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
含

め
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

③
衣
類
は
綿
が
50
％
以
上
の
も
の
に
限

り
ま
す
（
50
％
未
満
の
も
の
は
燃
や

せ
る
ご
み
に
な
り
ま
す
）。

④
段
ボ
ー
ル
は
切
り
口
が
波
状
の
も
の

だ
け
、
60
㎝
角
以
内
に
た
た
み
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

⑤
紙
パ
ッ
ク
は
内
側
が
白
地
の
も
の
に

限
り
ま
す
（
白
地
以
外
の
も
の
は
燃

や
せ
る
ご
み
に
な
り
ま
す
）。

⑥
雑
紙
と
は
、
①
か
ら
⑤
以
外
の
紙
類

で
、
テ
ィ
シ
ュ
や
た
ば
こ
の
箱
、
菓

子
箱
、
コ
ピ
ー
用
紙
な
ど
で
す
。

　

①
か
ら
⑥
の
紙
類
は
す
べ
て
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙

資
源
ご
み
を
燃
や
せ
る
ご
み
袋
の
中
に
入

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
今
年
７
月
の
可
燃
ご

み
質
分
析
で
、
本
市
の
燃
や
せ
る
ご
み
の

中
に
紙
資
源
ご
み
が
12
・
3
％
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

　

９
月
15
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
は
、

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　

秋
の
農
繁
期
に
60
歳
以
上
の
高
齢
者

の
農
作
業
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。「
慣
れ
た
仕
事
だ
か
ら
」
と
油
断

せ
ず
、
早
め
に
機
械
の
点
検
や
整
備
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
焦
り
は
事
故
の
も
と

で
す
。余
裕
の
あ
る
作
業
計
画
を
立
て
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
農
作
業
安
全
の
た
め
の
実
践
事
項

①
こ
れ
か
ら
使
う
機
械
や
道
具
の
点
検

は
、
早
め
に
行
う
。

②
定
期
的
に
休
憩
を
取
れ
る
無
理
の
な

い
作
業
計
画
を
作
成
す
る
。

③
狭
い
農
道
を
走
行
す
る
際
は
、
路
肩

の
状
況
を
事
前
に
確
認
す
る
。

④
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し
た
服
装

を
心
掛
け
る
。

⑤
ほ
場
の
出
入
り
や
あ
ぜ
越
え
は
、
適

切
な
速
度
で
慎
重
に
行
う
。

⑥
機
械
な
ど
の
点
検
や
調
整
時
に
は
、

初
め
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

しろい
し

　エ

コ

　

プロ
ジ
ェ
ク

ト
　

離
職
し
た
と
き
は
国
民
年
金
の
特
例
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所　

0
０
２
２
４
―
５
１
―
３
１
１
１　

市
民
課　

0
２
２
―
１
３
１
２

わ
が
家
の「
ご
み
減
量
化・

リ
サ
イ
ク
ル
作
戦
」
②

「
準
備
が
大
切　

人
も
機
械
も
」〜
秋
季
農
作
業
安
全
運
動
展
開
中
〜

問
農
林
課　

0
２
２
―
１
２
５
３



̶̶̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶̶̶
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問公立刈田綜合病院　025-2145

　

県
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
24
日（
水
）10
時
〜

●
場
所　

宮
城
県
大
河
原
合
同
庁
舎

　
　
　
　

３
０
２
会
議
室
（
３
階
）

●
参
加
資
格　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
公
売
方
法　

入
札

●
当
日
持
参
す
る
物　

印
鑑
（
法
人
の

場
合
は
代
表
者
印
）、
委
任
状
（
代
理

人
の
場
合
）、
買
い
受
け
代
金

※
都
合
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
前
日
に
電
話
で
実
施
の

有
無
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
宮
城
県
大
河
原
県
税
事
務
所

　

0
０
２
２
４
―
５
３
―
３
１
１
４

●
日
時　

10
月
13
日（
土
）10
時
15
分
〜
16
時

●
場
所　

大
河
原
駅
前
「
オ
ー
ガ
」

　
　
　
（
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
１
・
２
）

●
主
な
相
談
内
容

①
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金

②
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
（
業
務
上
・

通
勤
途
上
）

③
就
業
規
則
、
時
短
、
三
六
協
定
な
ど

④
賃
金
、
解
雇
、
離
職
問
題

⑤
各
種
給
付
金
、
助
成
金

⑥
労
務
管
理
全
般

問
宮
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
大
河
原
支
部

　

大
橋　

敏
郎　

0
２
２
―
４
７
２
５

　

警
察
署
協
議
会
は
、
警
察
法
の
規
定

に
よ
り
、
警
察
署
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
県
内
24
の
全
警
察
署
に
設
置
さ
れ
、

警
察
署
の
運
営
に
関
し
て
住
民
を
代
表

し
て
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、
安
全
で
安

心
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
本
年
６
月
、
次
の
皆
さ
ん

が
宮
城
県
公
安
委
員
会
か
ら
白
石
警
察

署
協
議
会
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

●
市
内
の
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん

細
谷
教
雄（
僧
侶
）、
鹿
又
昇（
農
業
）、

佐
久
間
恵
美
子（
郵
政
職
員
）、
加
藤
淳

子（
市
非
常
勤
職
員
）　

※
敬
称
略

問
白
石
警
察
署　

0
２
５
―
２
１
３
８

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
よ

り
、
労
働
者
数
３
０
０
人
以
下
の
企
業

で
も
、次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の「
一

般
事
業
主
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
労

働
局
へ
届
け
出
る
努
力
義
務
が
あ
り
ま

す
。（
３
０
１
人
以
上
は
義
務
）。
例
え

ば
、
行
動
計
画
に
「
妊
娠
や
出
産
、
育

児
に
関
す
る
制
度
を
全
従
業
員
に
周
知

し
、
利
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
」

な
ど
の
目
標
を
立
て
て
対
策
を
進
め
る

こ
と
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
し
や

す
い
職
場
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
行
動
計

画
の
策
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
宮
城
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

0
０
２
２
―
２
９
９
―
８
８
４
４

　当院では今後もふれあい看護体験を通じて医療、保健、福
祉分野で活躍する人材を育成していきたいと考えています。

　８月１日にふれあい看護体験を実施しました。これは、
看護の仕事を広く一般に知ってもらうために、看護の日の
行事の一つとして日本看護協会が企画したものです。
　当院はこの企画の趣旨に賛同し、県内の中学生や高校生
の受け入れを行っており、今年も９名が参加しました。
　参加者は、実際に足浴や血圧測定、入浴介助、もく浴の
世話、排せつの世話、体位交換、食事介助などの看護ケア
を体験し、緊張しながらも真剣に取り組んでいました。
　終了後、参加者からは「マタニティホームに興味があり
参加したが、実際に看護体験をして、ますます助産師にな
りたいと思った。」、「看護師の仕事は大変だと思うが、や
りがいがある仕事だと感じた。」などの意見が寄せられま
した。

〜
社
員
の
安
心
を
守
る
の
は
社
長
の

　

責
任
で
あ
り
、
社
会
の
義
務
で
す
〜

　

10
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

で
す
。
労
災
保
険
や
雇
用
保
険
な
ど
の

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
安
心
し
て
働

け
る
職
場
づ
く
り
と
、
安
定
し
た
事
業

経
営
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

社
員
や
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
会
社
は
、
す

ぐ
に
労
働
保
険
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
方
も
、
一

定
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
雇
用
保
険
へ

の
加
入
義
務
が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
の

方
も
、
雇
用
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
、
改
正
雇
用
保
険
法

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
の
基
本

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
被
保
険

者
期
間
と
し
て
、
退
職
日
前
２
年
間
に

11
日
以
上
勤
務
し
た
月
が
、
原
則
12
カ

月
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が

合
計
50
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、

教
育
訓
練
給
付
の
受
給
要
件
緩
和
と
給

付
率
の
一
律
20
％
化
、
特
例
一
時
金
の

給
付
日
数
引
き
下
げ
（
40
日
分
）
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石

　

0
２
５
―
３
１
０
７

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

公立刈田綜合病院紹介公立刈田綜合病院紹介

▲もく浴の世話の様子

▲

左が遠刈田中２年高橋さん、
右が宮城三女高３年高橋さん

ふれあい看護体験

電
話
加
入
権
の
公
売
を
実
施
し
ま
す

白
石
警
察
署
協
議
会
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
、一
般
事
業
主

行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
ょ
う
！
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問生活環境課　022－1314

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）

びん類
（第2・第5曜日）

缶
（第3・第5曜日）
プラスチック
（第３曜日）
もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
●日時　10月11日（木）・25日（木）11:00～11:30（時間厳守）
●場所　健康センター前
〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください（保健所の職員が来るまで待っていただくことがあります）。

猫の場合は、必ず麻袋やもみ袋（土のう袋は不可）などの丈夫な袋に入れてください。また、届け出書が必要となりますので印鑑をご持参ください。

10月のごみ収集日について（お知らせ）
10月のごみ収集日程は、下記の通りとなっていますので、ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆10月のごみ収集日予定表（日付は10月の収集日です）

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や、前夜出
しはしないでください）。
○びんは、色により３種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に 入れて出してください。
○缶類とプラスチック類は、それぞれに分けて資源の袋（赤）に入れて出してください。

◎スプレー缶や使い捨てガスライターのごみの出し方について
  次のことをきちんと守ってごみ出しをしてください。
★スプレー缶などは、①中身を必ず使い切ること。②必ず穴を開けること（風通しの良い所で）。
★ガスライターは、ガスを使い切ること。

◎祝日に伴う収集日の変更について
　大鷹沢・白川・小下倉、鷹巣地区の資源ごみ（びん類）は９日（火）に収集日が変更になります。お間違えのないようご
注意ください。

  2日（火）   1日（月）   5日（金）   4日（木）   5日（金）   1日（月）   3日（水）

  9日（火）
30日（火）

  9日（火）
に変更です
29日（月）

12日（金） 11日（木） 12日（金）
  9日（火）
に変更です
29日（月）

10日（水）
31日（水）

16日（火）
30日（火）

15日（月）
29日（月） 19日（金） 18日（木） 19日（金） 15日（月）

29日（月）
17日（水）
31日（水）

16日（火） 15日（月） 19日（金） 18日（木） 19日（金） 15日（月） 17日（水）

23日（火） 22日（月） 26日（金） 25日（木） 26日（金） 22日（月） 24日（水）

2・9・16・
23・30

  1・15・
22・29

  5・12・
19・26

  4・11・
18・25

  5・12・
19・26

  1・15・
22・29

3・10・17・
24・31

2・5・9・
12・16・
19・23・
26・30

1・4・11・15・18・22・25・29 1・3・4・10・11・
15・17・18・22・
24・25・29・31

2・3・5・9・10・
12・16・17・19・
23・24・26・30・
31

◆野外での焼却（野焼き）の禁止について
　「少しの量だからいいだろう」、「風がないから大丈夫だろう」と安易に廃棄物（ごみ）を野外でドラム缶や穴を掘っ
て焼却することを「野焼き」といい、法律で禁止されています。
　家庭から出た紙くず、ビニール、プラスチックなどを燃やすことは、黒煙や悪臭（有害ガス）を発生させ、近隣の
方に不快感を与えます。また、飛び火して火災の発生を招くこともあり危険です。
　野焼きは、周辺地域の方々に迷惑を掛けることになります。家庭から出たごみは、決められたごみごとに分別し、
集積所に出すようにしてください。



L・I・B・R・A・R・Y　N・E・W・S

14

※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報を24ページに掲載しています。

今月のおすすめの本

10 あしたば白石（働く婦人の家）
10月の休館日　8・14・22・28日
0・425-5095

　ニット指編みを学び、小作品を
作ってみませんか。
●開催日【全10回、各木曜日】
10月18日、11月8・22・29日、12月
13・20日、1月10・17・24日、2月7日
●時間　10:00～12:00
●講師　松本　京子先生
●作品　マフラー、ショール、ベス
ト、コサージなど
●参加費
材料代各作品1,500円～3,000円程度
●定員　12名（先着順）
●申込開始日　10月2日（火）

　白石城から白石の歴史を学んでみ
ませんか？
●日時　10月20日（土）10:00～12:00
●会場　白石城
●講師　吉野　照子先生
（白石城観光ボランティアガイド）
●参加費　600円
（天守閣・シアター入場料）
●募集人数　12名（先着順）
●申込開始日　10月2日（火）

　季節の素材を使った「精進料理」
を学んでみませんか。
●日時　10月31日（水）10:00～12:00
●講師　畠　つね先生
●参加費　1,000円程度（材料代）
●定員　20名（先着順）
●申込開始日　10月2日（火）

　「Hello ！」から始めますので、
英語をまったくしゃべれない方も、
安心して受講できます。

●開催日【全18回、各金曜日】
10月26日、11月2・9・16・30日、12月
7・14・21日、1月11・18・25日、2月1・
8・15・22・29日、3月7・14日
●時間　10:00～12:00
●講師　ダニー・ローゼンバウム先生
　　　　（市国際交流員）
●定員　20名（先着順）
●受講料　無料
（ただし、テキスト代は実費負担）
●申込開始日　10月５日（金）
※無料で託児を行います。事前の申
し込みが必要です。

　身近な山野草の寄せ植えを楽しみ
ませんか？

●日時　10月24日（水）10:00～11:30
●会場　ふれあいプラザ（本町）
●講師　鈴木　和江先生
●材料代　700円
※汚れても良い服装でご参加ください。
●募集人数　20名（先着順）
●申込開始日　10月５日（金）

　ご来館または電話で、あしたば白
石にお申し込みください。ご不明な
点がある場合や、詳細についてはお
問い合わせください。

■「スローフード講座」受講生募集！

■「白石城入門講座」受講生募集！
■プランターガーデニング講座
　「秋の山野草盆栽」受講生募集！

関係を見つめたい方へのカウンセリ
ングも行っています。お気軽にご利
用ください。
相談は無料、秘密は守ります

　専門の相談員による相談は月・水・
金の9:00～17:00です（緊急時はこ
の限りではありません）。
●場所　字本町27
　　　　（ふれあいプラザ）

9 土・日・祝も開館しています！

ふれあいプラザ
開館時間　8:30～17:15
（土・日・祝日　10:00～16:00）

　ＤＶ（配偶者間の暴力）、セクハラ、
ストーカーで悩んでいませんか？
　一人で抱え込まずに、一緒に解決
方法を探りましょう。電話での相談
もできます。
　また、自分の心や、生き方、人間

■男女共同参画相談支援センター

ふ れ あ い プ ラ ザ 事 務 室　022-6025　422-6027
男女共同参画相談支援センター　022-6035　422-6037
ファミリーサポートセンター　0・425-5488

■「ニットアウト講座」受講生募集！

■「初級英会話入門（後期）講座」
　受講生募集！

▲山野草のホトトギスやノボタンの寄せ植え

一般書

■読みにくい名前はなぜ増えたか
　佐藤　稔　著　　吉川弘文館
　漢字の音訓や外国のイメージを無理に
組み合わせた｢読めない｣名前が増えた
のはなぜか。変則的な
読みの名前で日本語が
変化していく可能性
や、漢字と人名の歴史
を探り、名付けと漢字
の用い方を文化の問題
として考える。
■親がお手伝いさせた子どもは、
　絶対に頭がよくなる！
　 松永　暢史　著　　アスコム
　お金をかけなくても子どもの学力は伸
ばすことができる。30
年間に数百人の中学・
高校受験を成功させた
経験から 「子どもが伸
びる家庭」について徹
底解説する。
■眼をみてわかる健康診断
　ピーター・ジャクソン・メイン　著　産調出版
　虹彩学とは、眼の有色部分、すなわち
虹彩を調べて分析するもので、病気の予
防と治療、健康状態の
実現に重要と思われる
ことを見極めるのが目
的。この診断法を自分
で行えるように分かり
やすく解説する。

■エディソン　夢の発明王
　杉山　薫里　文・絵　　汐文社
　白熱球、蓄音機などを発明したエディ
ソンの生涯、仲間、発
明品、日本とのかかわ
りなどを分かりやすく
紹介。絵を見ながら楽
しく理解でき、理科が
苦手な子にお勧め。
■パパ、お寿司たべたい！
　親子で学ぶネタ図鑑
　入江　和夫　著　　文藝春秋
　お店の敷居が高い、魚の旬が分からな
い、食べ方も分かりに
くい。そんな悩みに応
えます。誰も教えてく
れないお寿司の基礎知
識を１冊に凝縮した親
子で楽しめるガイド。

児童書

■各講座の申し込み方法

図 書 館ひ◆ろ◆ば
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10月の休館日　1・9・15・22・29日
022-1635　422-1636

「食用廃油からせっけんを作ろう」
●日時　10月20日（土）10:00～11:30
●準備物　牛乳パック４個

●日時　10月６・13・20・27日
（いずれも土曜日）8:30～12:00

●日時　10月27日（土）8:30～12:00

■定期リサイクル教室（定員10名）

7 いきいきプラザ

10月の休村日　3・10・17・24・31日
開村時間　9:00～17:00　026-3993

　島田コレクションの第２部が始ま
ります。ぜひご覧ください。
●開催期間　10月16日（火）～12月10日（月）

●開催期間　10月15日（月）まで

●絵付け料　600円（木地代を含む）

入村無料

6 弥治郎こけし村

■故島田真コレクション展PART2

5 図書館
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/

開館時間　火・水・金・土曜日　9:00 ～ 17:00
　　　　　木曜日 9:00 ～ 19:00・日曜日 9:00 ～ 16:00 10月の休館日　1～10（蔵書点検期間）・15・22・29日

026-3004　426-3505

　10月1日（月）～10日（水）まで、所蔵目
録と照合し、不明な本がないかチェック
する蔵書点検期間のため休館します。
　返却の本は、玄関わきの青いポス
トに入れてください。ポストがいっ
ぱいの場合は、10月11日（木）以降
に、カウンターにお持ちください。

●10月のテーマ
白石の水の恩人　片平観平
●日時　10月27日（土）14:00～15:00
●場所　文化室（２階）
●対象　一般市民など（小学校高学年以上）

※申し込みは不要です。直接会場へ
おいでください。来月は「地元作家
を知る月間」のため「白石歴史おは
なし会」はお休みします。

　拓版画家であり作家、また歌人「原
阿佐緒」の研究で有名な、大鷹沢出
身の小野勝美さんの作品展示と講演
会を予定しています。
【講演会】
●日時　11月10日（土）14:00～15:30
●場所　文化室（２階）
●講演内容
「白石出身の歌人　佐藤嘲

ちょう

花
か

の生涯」

※申し込みは不要です。直接会場へ
おいでください。
【作品展示】
●期間　11月4日（日）～11月25日（日）
の開館時間内
●場所　１階ホール
　明治20年生まれで、大正11年に没
した佐藤嘲花は、母が白石出身の立
田カツさんです。11月の講演に当
たり、何か情報をご存じの方はお知
らせくださいと、小野さんから依頼
がありました。情報がありましたら、
ぜひ、図書館までご連絡ください。

入場無料

「おはなしひろば」については、子育
て情報（24ページ）に掲載しています。

■パソコン講習会・アテネ塾

4 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　水～日曜日・祝日　9:00～17:00 10月の休館日　1・2・6・9・10・15・16・22・23・29・30日
022-1500　422-1502

●申込締め切り日
10月分：10月５日（金）､11月分：11月４日（日）
※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、問い合わせく
ださい。

たはアテネ備え付けの申込用紙で、
各締め切り日までにお申し込みくだ
さい｡郵送（ＦＡＸ）の場合には①住
所②氏名③年代④連絡先の電話番号
⑤利用者カード番号⑥希望コース名
と希望月日を明記してください。
※受講料・テキスト代は当日、１階
事務室にお持ちください。
申込書のあて先
〒989-0257　白石市字亘理町37-3

白石市情報センター
※締め切り日に集計し、文書で講習
日をお知らせします。定員を超えた
コースは抽選などで調整します。
　なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承くださいますよう
お願いします。

●会場　アテネ３階会議室（研修室）
●受講資格　市民または市内に通
勤・通学している方で、アテネ・図
書館共用利用者カードをお持ちの方
※カードは、両施設で即日発行可能
●申し込み方法　はがき（ＦＡＸ）ま

8 スパッシュランドしろいし
029-2326　429-2328

10月の休館日　3・10・17・22～26・31日
開館時間　10:00～20:00

　館内点検・清掃のため、次の期間
は休館します。
●期間　10月22日（月）～26日（金）

　11月11日（日）に開催する水泳大
会の参加者を募集しています。詳し
くはお問い合わせください。

■特別休館日のお知らせ

入場無料

■故島田真コレクション展PART1

■こけしの絵付けを体験ください！

■青っ葉市（毎週土曜定期市）

■フリーマーケット（第４土曜日）

■スパッシュランドしろいし水泳
　大会参加者募集

パソコン講習会・アテネ塾10月・11月分日程表
コース名 時間 10月 11月 定員 受講料 テキスト代 内容
基礎コース
（3時間） 9:30～12:30 20（土） － 10名 無料 1,000円 パソコン操作の基礎 

インターネット・
電子メール（3時間） 13:30～16:30 20（土） － 10名 無料 1,000円 インターネット・電子メールの利用の仕方
Word（会報作成）
コース（6時間） 9:30～16:30 26（金） － 10名 2,000円 1,449円 Wordで会報作成※Word2003コース終了程度の方
Word（チラシ作成）
コース（6時間） 9:30～16:30 27（土） － 10名 2,000円 1,449円 Wordでチラシ作成※Word2003コース終了程度の方
Word 2003コース
（6時間） 9:30～16:30 － 10（土） 10名 2,000円 1,000円 ワープロソフトの基本操作※基礎コース終了程度の方

ゆっくりコース
（各6時間） 9:30～16:30 －

15（木）
～

16（金）
10名 2,000円 1,575円

パソコン操作の基礎、
インターネット・電子
メール、デジカメの基礎

Excel 2003コース
（6時間） 9:30～16:30 － 17（土） 10名 2,000円 1,000円 表計算ソフトの基本操作 ※基礎コース終了程度の方
※基礎コースとインターネット・電子メールコースのテキストは共用です。
※Word（会報作成）コース、Word（チラシ作成）コース、Word（はがき作成）コースのテキストは共用です。

蔵書点検のため休館します

11月の「地元作家を知る月間」は
小野勝美さん特集です！

10月の｢白石歴史おはなし会｣



■市内施設のなるほどイベント情報
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10月の休館日　7・8・14・21・28日
開館時間　13:00～21:00
0・425-3720
●Ｅメールアドレス
kinro@city.shiroishi.miyagi.jp

●日時　10月14日（日）10:00～15:00
●場所　白石第一小学校体育館
【ステージ発表】
日本舞踊・民謡・着物着付け・ギタ
ー・エアロビクス
【作品展示】
書道・華道池坊・華道小原流・編み
物・草木染め・写真
【特別出演】13:30～14:30
マジック『小旭斎一門会』
『小旭斎一門会』がＡＬＴＡ祭にやっ
てきます。簡単なマジックもレクチ
ャーしていただきますので、これで
あなたも家庭や職場の人気者です。
【ALTA人気講座・体験コーナー】
ワンポイントゴルフレッスン
　プロゴルファーがあなたのスイング
をチェック、スコアアップ間違いなし！
※フリーマーケット、懐かしの写真
展も必見です。

■ＡＬＴＡ祭（第35回勤労青少年ま
　つり）を開催！

2 働く若者をバックアップ

ALTA shiroishi
（勤労青少年ホーム）

　毎年恒例の白石城茶会。今年も各
席とも趣向を凝らし、皆さまをおも
てなしします。ぜひこの機会に、お
誘い合わせの上ご来場ください。
●日時　10月21日（日）10:00～15:00
●主催　白石茶道会・白石市
●茶券取扱先　白石茶道会・碧水園

　詩吟や箏
そう

曲
きょく

、日本舞踊、仕舞、謡
曲などを特設舞台で披露します。皆
さん、ぜひお越しください。
●日時　10月21日（日）11:00 ～
●場所　白石城本丸内特設舞台
※雨天時は碧水園に変更

　今年で４年目になる「子供能楽教
室」。実際に能舞台に上がり、謡や
仕舞を学びます。けいこを通じて、
現代の生活では縁遠くなりがちな
「和」のお作法を身に付けませんか？
●対象　小学生から高校生
※ご家族の方もご一緒にどうぞ。
●講師　白石喜多会の皆さん・白石
皐
こう

風
ふう

会の皆さん

■「白石城茶会」を開催します！

1 古典芸能伝承の館「碧水園」 10月の休館日　1・9・15・22・29日
0・425-7949

●準備物　白足袋（貸し出し可）
※服装は普段着で結構です。
●『高砂』コース　10月13日（土）、
11月10日（土）、12月1日（土）
※時間はいずれも10:00 ～12:00
●『鶴亀』コース　9月23日（祝）、11
月25日（日）、12月8日（土）、12月22
日（土）、平成20年1月5日（土）
※時間はいずれも11:00 ～12:00
●内容（各コース共通）　謡

うたい

を謡っ
てみよう！　仕

し

舞
まい

を舞ってみよう！
●申し込み方法　いずれか１コース
を選択の上、ご来館またはお電話で
お申し込みください。
●発表会　平成20年1月13日（日）
　　　　　10:00 ～12:00
　本格的な能舞台で、習った成果を
みんなで発表しましょう！　修了証
ももらえます（碧水園舞台びらき・
高砂を謡う会発表会と合同開催）。

参加無料

　美しい紅葉をバックに、今年で５
回目となる秋の検断屋敷まつりを開
催します。ご家族おそろいで、ぜひ
お越しください。
●日時　11月11日（日）10:00～14:00
●内容　10時から12時に昔の結婚式
や花嫁行列の再現、12時から14時
にリンゴの皮むき大会や太鼓演奏、
踊り、振る舞いもち、お楽しみ抽選
会などを行います。

　土・日・祝日は芋煮もありますの
で、ぜひおいでください。
●営業時間　9:00 ～16:00
●主な品ぞろえ　お菓子類、おみや
げ類、材木岩名物ソフトクリーム

●営業時間　11:00～15:00
（毎週水曜日定休）
●メニューの一例（税込み価格）
・ざるそば 730円
・ざるそばセット 940円
・寒くずそば 1,050円
・そばハット 300円
・そばがき 300円

　材木岩公園内の検断屋敷で８月
12日、今年で４回目となる夏の検
断屋敷まつりが開催されました。
　例年にない猛暑となった今年の
夏。会場では太鼓演奏や南中ソーラ
ン踊りなどが披露されたほか、水中
スイカ割り大会も行われ、訪れた皆
さんは大自然の中で夏の涼を満喫し
ていました。
　今回のまつりでは、会場内に仙台
七夕まつりで使用された七夕飾りも
掲げられました。来年以降も増やし
ていくとのことです。

※「小原いきいき直売所」については、
17ページの「しろいし・フレッシュ
マーケットだより」に掲載しています。

3 材木岩公園内
「検断屋敷」など

見学無料
■第５回秋の検断屋敷まつり

■「材木岩売店」

問そば処小原なごみ茶屋
　029-2760
　開館時間9:00～16:30

■ふれてみよう！　やってみよう！
　「子供能楽教室」開催 !!

会　　場 内　　容 茶券
白石城天守閣
1席1時間
（各20名）

表千家席
（濃茶・点心）

3,000円
※時間指定券

白石城
本丸内野点
※雨天時は歴
史探訪ミュ
ージアム

方円流席
（煎茶）

各席
500円

白石城
本丸内野

の

点
だて

※雨天時は碧
水園楽屋

裏千家席
（薄茶）

※白石茶道子
ども教室の
皆さんが行
います。

碧水園茶室 裏千家席
（薄茶）

■「そば処小原なごみ茶屋」

夏の涼を満喫しました
第４回夏の検断屋敷まつり

▲会場内に掲げられた七夕飾り

■「白石城茶会」と同時開催!!
　第30回城の会

受賞
おめでとう
ございます

受賞
おめでとう
ございます

母と子の良い歯のコンクール・
８０２０良い歯のコンクール表彰
母と子の良い歯のコンクール・
８０２０良い歯のコンクール表彰
母と子の良い歯のコンクール・
８０２０良い歯のコンクール表彰
母と子の良い歯のコンクール・
８０２０良い歯のコンクール表彰

5．青っ葉市直売所
①ポーチパーク【１月第３週～12月第４週】
　○販売日時：毎週水・土曜日、9:00～13:00
②本郷店【２月第２週～12月第３週】
　（旧国道113号角田街道踏切そば）
　○販売日時：毎週水曜日、8:30～12:00
③いきいきプラザ【５月第２週～12月第３週】
　○販売日時：毎週土曜日、8:30～12:00

●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜、果物、漬物など
●問い合わせ：菊地　トミ　025-4600

4．小原いきいき直売所【定休日：第１・３火曜日】
●販売日時：４月～ 11月、10:00 ～ 15:00
●場　　所：小原材木岩公園内
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜、山菜、木炭、しそ巻きなど
●問い合わせ：小原いきいき直売所　029-2760

6．バーバ工愛市（クラブいち）【１月～３月第2週は休業】
●販売日時：毎週水・土曜日、９:00 ～ 12:00
●場　　所：水曜日…JAみやぎ仙南白石地区本部構内
　　　　　　土曜日…JAみやぎ仙南福岡支店構内
　　　　　　　　　　（アグリハウス）
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜､花､しそ巻きなど
●問い合わせ：JAみやぎ仙南女性部　白石地区バーバ工愛市
　　　　　　025-1344

※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載してい
ます。

1．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日、10:00～13:00
●場　　所：ポーチパーク内ほか
●今月の品ぞろえ：放し飼い卵、季節の旬の野菜、漬物
●問い合わせ：佐久間　義昭　025-6836

3．森合や直売所
●販売日時：毎週土曜日、９:30～12:00
●場　　所：カウボーイ南側入り口脇
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜､花の苗など
●問い合わせ：森合や　0090-7072-5004

2．馬牛沼産直センター【定休日：毎週月・水・金曜日】
●販売日時：毎週火・木・土・日曜日、10:00 ～ 17:00
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜、山菜など
●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

　７月21日、ホワイトキューブで行われた「さわ
やかフェスティバル」において、母と子のよい歯
のコンクール表彰と８０２０よい歯のコンクール
表彰が行われ、本市からもたくさんの方が表彰さ
れました。来年も開催しますので、市民の皆さん、
表彰を受けることができるよう頑張ってください。
●問い合わせ先
　かおる歯科医院　024-3777

▲８０２０よい歯のコンクール表彰 ▲母と子のよい歯のコンクール表彰②

▲母と子のよい歯のコンクール表彰①

しろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだより

しろいし産の新鮮な旬の農作物などの直売所情報を掲載します。

17



18

育園のみとなります。
●保育時間　月～土曜日の8:30～16:30
（延長保育）
7:30～19:00　南・北保育園
7:30～18:30　西保育園
7:30～18:00　そのほかの保育園
●保育料　一律ではありません（そ
の家庭の所得税額などに応じて算定）。
●申し込み方法　子ども家庭課に備
え付けている入所申込書などの書類
に必要事項を記入し、関係書類を添
えてお申し込みください。なお、現
在兄姉が入所している場合は、その
園で手続きを行ってください。
●提出書類
①保育園入所申込書
②家庭で保育できない状況を確認す
る書類
※①②は子ども家庭課および各保育園で配布
③保育料算定に必要な書類
●申込書配布開始日　10月23日（火）
●受付期間　11月1日（木）～13日（火）
●受付時間　平日の8:30～17:00
※11月10日（土）・11日（日）の9:00～
15:00も受け付けます。平日に来庁
できない方は、ぜひご利用ください。
●申し込み・問い合わせ先
子ども家庭課保育係　022-1363

●入園資格　児童の保護者などが次
のいずれかに該当するため、家庭で
昼間保育することができない児童。
①家庭外で仕事をしている。
②家庭内で児童と離れて仕事をして
いる（内職・自営業）。
③親の出産前後、病気や負傷、心身
の障害がある。
④世帯に常時介護を必要とする病人
または心身障害者（児）がいる。
⑤災害などによりその復旧に当たっ
ている。
⑥そのほか、どうしても家庭で保育
ができない事情がある。
●募集定員

　小原保育園は休園中です。平成20
年度に入所を希望される方は、直接
子ども家庭課にご相談ください。
　また、入所できる年齢は、生後６
カ月から５歳までです（平成14年４
月２日～平成19年10月１日生まれ）。
　ただし、生後６カ月からの乳児の
入所受け入れ園は、西保育園と南保

●対象　満３歳児（３歳の誕生日以
降入園可能）、３歳児（平成16年４
月２日～17年４月１日生まれ）、４
歳児（平成15年４月２日～16年４
月１日生まれ）、５歳児（平成14年
４月２日～15年４月１日生まれ）
※２歳児の保育を希望される方はご
相談ください。
●願書交付と受け付け　９月下旬ご
ろから交付。入園を希望される方は、
11月1日（木）９時より当園で受け付
けますので、願書をご提出ください。
問ひかり幼稚園　026-3390

●募集職種　陸上自衛隊員約250名
●資格　中学校を卒業した（見込み
含む）17歳未満の男子
●申込受付期間
11月1日（木）～平成20年1月8日（火）
●１次試験日　平成20年1月12日（土）
●入校（隊）時期　平成20年4月上旬
●申し込み・問い合わせ先
自衛隊大河原地域事務所
00224-53-2185

●日時　11月11日（日）9:00 ～
※雨天時は11月18日（日）に延期
●場所　白石川緑地陸上競技場周辺
●種目　学年･年代別に1,500m、2,000m、
2,500m、3,700m、6,800mの5種目
●参加料　小学生300円、中・高校
生500円、一般800円
●申し込み方法　10月22日（月）までFAX
●申し込み（期限厳守）・問い合わせ先
岩松　正博　0・425-0869

●入園資格　市内に在住している方。
小学校の学区とは関係ありません。
●対象　３歳児（平成16年４月２
日～17年４月１日生まれ）、４歳児
（平成15年４月２日～16年４月１日
生まれ）、５歳児（平成14年４月２
日～15年４月１日生まれ）。他園に
籍をおいていないことが条件です。
●定員
・第一幼稚園　103名（3歳児は40名）
・第二幼稚園　78名（3歳児は20名）
※４・５歳児を優先しますので、３
歳児は抽選となる場合があります。
●保育料　月額6,000円（予定）
●願書交付開始日　10月25日（木）
※各幼稚園で交付します。
●受付期間　11月1日（木）～9日（金）
※ご希望の幼稚園で受け付けます。
●受付時間　8:30～17:00
※土・日・祝日を除きます。
問第一幼稚園　026-2347
　第二幼稚園　025-6326

薬師の湯ひまわりセンター
料理教室参加者募集

●日時　11月23日（金）18:30～21:00
●場所　ホテル原田inさくら（船岡駅前）
●対象　20～35歳までの独身女性
●定員　20名（先着順、会費3,000円）
●申込締め切り日　10月31日（水）
問船岡駐屯地曹友会　岩橋・菅原
　00224-55-2301（内線210）

●対象　65歳以上の市民とそのご
家族・ご友人で、原則として３回通
して参加できる方。
●開催日時および内容（全３回）
①10月28日（日）10:00～13:00
・しその実ご飯の作り方　など
②11月25日（日）10:00～13:00
・はらこ飯の作り方　など
③12月16日（日）10:00～13:00
・イカ飯の作り方　など
●場所　薬師の湯４階　調理実習室
●講師　梶川　恵光氏
●参加費　3,000円（材料費ほか）
※１回当たり1,000円となります。
●定員　10名（応募多数時は抽選）
●持参する物　筆記用具
●申込締め切り日　10月15日（月）
●申し込み・問い合わせ先
薬師の湯ひまわりセンター
048-4126　448-0894

平成20年度保育園児募集 平成20年度白石市第一・
第二幼稚園児募集

陸上自衛隊船岡駐屯地曹友会
ＡＵＴＵＭＮパーティー参加者募集

平成20年度
私立ひかり幼稚園児募集

第43回白石市クロスカントリー大会
参加者募集 自衛隊生徒募集

施設名 予定数 施設名 予定数
東保育園 17名 越河保育園 28名
西保育園 15名 深谷保育園 29名
南保育園 15名 白川保育園 15名
北保育園 9名 大鷹沢保育園 9名
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輝いています。今のあなた

場産品の詰め合わせを１コース選べ
るほか、白石の情報をお伝えする「白
石藩倶楽部通信」の発行や市内の温
泉無料入浴券などがあります。
●商品発送　10月下旬～12月ごろ
●申込期限　10月18日（木）
●申し込み方法　白石市観光協会備
え付けの申込用紙に必要事項を記入
し、期限内にご提出ください。
●申し込み・問い合わせ先
白石市観光協会（商工観光課内）
022-1321

　昨年から、全国に白石の情報や地
場産品を発信するために、「白石藩
倶楽部」会員の募集を行っています。
　入会者には特典があり、遠方に住
む方でも白石の風に触れていただけ
る内容です。県内外の知人やご親

しん

戚
せき

にも自然豊かな白石のファンになっ
ていただけるようご案内ください。
もちろん、市民の方も入会できます。
●入会費　3,000円、5,000円の2種
●会員特典　3,000円、5,000円それ
ぞれ４コースの中から、お好きな地

●開催コース
①JAVA基礎、②HTMLタグ記述によ
るホームページ作成入門、③JAVA応
用、④Excel関数および応用、⑤LAN
入門、⑥パソコン会計、⑦LAN応用、⑧
Excelマクロ/VBA、⑨JW_CAD入門
●開催日
①②は11月10日（土）・11日（日）、
③④は11月17日（土）・18日（日）、
⑤⑥は12月1日（土）・2日（日）、⑦⑧
は12月8日（土）・9日（日）、⑨は平成
20年2月2日（土）・3日（日）
●時間　各日9:20～15:40
●定員　各10人（応募多数時は抽選）
●応募資格　在職者の方
●受講料　2,000～3,000円程度（教科
書代のみ）。コースにより異なります。
●申込締め切り日　①②は10月12
日（金）、③④は10月17日（水）、⑤
⑥は10月31日（水）、⑦⑧は11月7日
（水）、⑨は12月26日（水）　※必着
●申し込み方法　往復はがきに希望
コース名、住所、氏名、生年月日、
電話番号、勤務先、受講理由を明記
してお申し込みください。ホームペ
ージでも受け付けます。
●申し込み・問い合わせ先
〒989-1102　白石市白川津田字新寺前5-1
白石高等技術専門校　035-1511
●ホームページアドレス
http://www.shiroishi.ac.jp/

　11月18日（日）～25日（日）にセラ
ビ白石店２階の「地域情報サロンし
ろいし」で開催する写真展の作品を
募集しています。どなたでも応募で
きます（サイズは自由）。
●内容　春まつりや夏まつりのほ
か、神社やお寺、地区の祭りなど
●募集期間　11月1日（木）～15日（木）
※セラビ白石店サービスカウンター
で受け付けます。
問白石市民活動支援センター
　022-6880　422-6881

④介護員　昭和52年4月2日から平成
2年4月1日までに生まれた方で、高校
卒業または卒業見込みの方。
●試験日時・種目
【第一次試験】
・日時　11月4日（日）10:00～12:00
・場所　宮城県不忘園
・内容　作文試験
【第二次試験】
・日時　11月下旬
・内容　面接試験、身体検査
※第二次試験詳細は、第一次試験合
格者に別途通知します。
●受験手続き　宮城県不忘園庶務課
に用意された申込用紙に必要事項を
記入し、期間内に提出してください。
●申込受付期間・時間
10月1日（月）～10月19日（金）8:30～17:00
※土・日・祝日を除きます。
●申し込み・問い合わせ先
宮城県不忘園庶務課　025-3518

●職種・採用予定人員
①看護師または准看護師　１名
②栄養士　１名
③理学療法士または作業療法士　１名
④介護員　２名
●採用予定日　平成20年4月1日
●雇用期間
平成20年4月1日～平成23年3月31日
●応募資格
①看護師または准看護師　昭和32年
4月2日から昭和63年4月1日までに生
まれた方で、看護師または准看護師
の資格取得者または見込みの方。
②栄養士　昭和47年4月2日から昭和
63年4月1日までに生まれた方で、栄
養士の資格取得者または見込みの方。
③理学療法士または作業療法士
　昭和42年4月2日から昭和62年4月
1日までに生まれた方で、理学療法
士または作業療法士の資格取得者、
または見込みの方。

平成19年度白石藩
ふぁん

倶
く

楽
ら

部
ぶ

会員募集 「白石のお祭り写真展」
作品募集

白石高等技術専門校
在職者向け訓練受講者募集宮城県不忘園（白石市外二町組合）職員募集

となります。ご了承ください。
●申込締め切り日　10月29日（月）
●内容　子育てに関する講義や実技
●申し込み・問い合わせ先
〒989-0277　白石市沢端町4-1
（社）白石市シルバー人材センター
022-1680　424-2007

●開催日時　11月12日（月）～16日（金）
の５日間、各日10:00～16:00
●場所　いきいきプラザ
●対象　県内にお住まいの55～69
歳の方で、就職を希望している方
●定員　28名 ※応募多数時は抽選

子育てサポーター講習受講生募集
（シニアワークプログラム短期講習会事業）
受講無料
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　今回、オーストラリアを訪問して、いくつか印象的だったことがありま
す。それは、自然の美しさと人の温かさです。
　オーストラリアの空は、日本と違って広く澄んでいて、とてもきれい
でした。また、高速道路の両脇は広い牧場で、牛や羊などが伸び伸びと
暮らしていました。それだけでなく、シドニーのような大都市にも、緑あ
ふれる大きな公園がありました。そんな、自然と文明とが共存している
ことにとても感動しました。
　もう一つ、人の温かさというのは、2日間だけ通った学校と街中、そ
れにホームステイをしている時に感じました。私が通った学校は女子校
だったのですが、廊下ですれ違うたびに、たどたどしい日本語で「コンニ
チハ。」とあいさつしてくれました。時には急にハグ（抱擁）され、ちょっ
とビックリしたこともありましたが、みんな気さくに声を掛けてくれて、
とてもうれしかったです。また、大きなショッピングセンターに買い物に
行った時、トイレの水道が蛇口をひねっても水が出ず、手が洗えなくて
困っていた私に、見知らぬ女性が「プッシュ、プッシュ。」と言ってくれて、
やっと手が洗えたというエピソードもありました。私のホストファミリー

は中国系の人だったのですが、そのおかげで漢字も通じて、私がどうし
ても英語の意味が分からなかった時、漢字を書いてくれたりして必死
に伝えようとしてくれていることを感じ、とてもうれしくなりました。
　しかし、プラス面だけでなくマイナス面もありました。それは、戦争記
念館で感じました。第二次世界大戦中の日本兵が、オーストラリア人の
捕虜に行った残虐な行為の写真を見た時はとても苦しくなりました。し
かし、そんなことがあったにも関わらず、温かく接してくれたオーストラ
リアの人々が、あらためて大好きになりました。
　11日間という短い期間の中で、たくさんのことに感動し、オーストラ
リアが大好きになりました。できることならば、日本に帰らず、ずっとオ
ーストラリアに住んでいたいと思ったくらいです。絶対に将来、このメ
ンバーでまたオース
トラリアを訪れ、ホス
トファミリーと再会し
たいなと思いました。

「オーストラリアに行って」　白石中学校2年　髙橋　佳那

　8月2日から12日まで僕はオーストラリアへ行ってきました。僕たち
はオーストラリアへ行くための準備を2カ月前からしてきました。英語
での会話はもちろん、オーストラリアでの知識など勉強してきました。
そしてオーストラリアへ飛び立ったのです。まず初めにホームステイを
しました。ホストファミリーと仲良くできるのだろうか、自分の英語が通
じるのかなど不安がいっぱいでした。でもホストファミリーの人たちは
初対面なのに優しくて、明るく僕に接してくれました。自分の英語が通
じるか不安だったけれど、ホストファミリーの家に日本人が前からホー
ムステイをしていたので、その人に通訳をしてもらったりしてなんとか
会話できました。最初はホストファミリーと仲良くできるか心配だった
けれど、一緒に遊んだり、学校に行ったりしていくうちにとても仲良くす
ることができました。ホストファミリーに日本のことを知ってもらおうと
日本語を教えたりしました。食事の前に「いただきます。」や食べ終わっ
たら「ごちそうさまでした。」と言ったらまねをしてくれました。さらに僕
は日本から温麺を持って行ったので温麺を作って食べさせてあげまし
た。オーストラリアの人の口に合うか心配したけど、おいしく食べてもら
えたようでした。
　オーストラリアで暮らしていると日本と違うところがたくさん出てき

ます。僕がホームス
テイ中に見つけた日
本と違うところを紹
介します。まずホームステイで一番驚いたことは、ドアを開けっ放しに
することです。ドアを閉めていると誰かが入っていると思い込むからだ
そうです。次に驚いたのは靴を脱がないことです。多くの外国では靴を
脱がないと聞きました。靴を脱いでいるのは日本くらいしかないそう
です。あまり靴を脱がずに家を歩き回ることはないので慣れるのに一
苦労でした。さらに驚いたのは風呂がシャワーだけだったことです。オ
ーストラリアでは、水がとても貴重なので水を大切に使います。日本と
ずいぶん違うところがありましたが慣れてしまえば大丈夫でした。ホー
ムステイが終わり観光しました。動物園に行ったり砂丘に行って砂滑り
をしたり、とても良い思い出ができました。オーストラリアで過ごしてい
るとだんだんと日本のことが分かってきました。オーストラリアの人た
ちは初対面でもこんなにフレンドリーに話し掛けてくれるのに、日本だ
ったら初対面の人にこんなに明るく接しないだろうなとオーストラリア
に来て気付きました。外国へ行けば行くほど日本の良いところとそうで
はないところが見えてくると、この体験で分かりました。

　今年から引率者1名を公募することになり、「これは私にしかできな
い仕事だ!」と応募しました。私は2005年～2006年の約2年間、イ
ギリスに語学留学していたので「英語を使った仕事がしたい!」とウズ
ウズしていたところに来た、またとないチャンスでした。英語力はもち
ろんですが、私の経験が中学生が持つであろう海外渡航への不安や
疑問を解決し、素晴らしい思い出づくりをサポートできると思ったから
です。
　そして8月2日、各中学校から選ばれた12名は、期待、興奮、不安を
胸に白石を出発しオーストラリアへと旅立ちました。4回の事前研修
があったとはいえ、ほとんどの生徒は初めての海外旅行、中には飛行
機に乗るのでさえ初めての生徒もいたということで、成田空港に着く
まではみんなソワソワしていました。オーストラリアに着いてからはう
そのように緊張も不安もなく、初日から、特にホストファミリーに会っ
てからは伸び伸びと観光や友達づくりができたようで何よりです。一
番印象に残っているのはハーストビル市を去る朝、生徒たちが泣きな
がら名残惜しんで別れの言葉をホストファミリーと交わしていたこと
です。これが彼らにとって今回の旅の、最大の思い出になったことを
私は確信し、大変うれしく思います。

　この交流をただの思い出ではなく将来へつなぐステップアップに
し、これからも白石市とハーストビル市の交流に参加して、さらには日
本と世界をつなぐ国際人になるきっかけになればと思います。私自身
も、姉妹都市設立当初から交流のあるフォードさん宅へお世話にな
り、実の娘のように接していただき、楽しい時間を過ごすことができま
した。あらためて、白石市とハーストビル市が長年にわたり、親密な関係
を確実に築き上げてきたことが伝わってきました。日豪文化交流協会
理事長の戸倉勝禮さんは「このように、毎年きちんと交流するのは珍し
いし難しい。これからも親善事業を続けて頑張ってほしい。」とおっしゃ
っていました。白石市の誇
りは歴史や文化だけでは
なく、今や姉妹都市交流
も含まれるといっても過
言ではないのでしょう。
　私にこのような大役を
務める機会を与えてくれ
た関係者の皆さんに心か
ら感謝申し上げます。

「オーストラリアへ行って」　小原中学校2年　小室　章

平成19年度ハーストビル市中学生派遣事業に参加して
市民公募引率者　半澤　明子

　今年も市内の中学2年生男女12名､引率2名が､8月2日から11日間の日程で姉妹都市のオーストラリア･ハース
トビル市を訪問して､国際理解と交流を深めました｡今月号では、生徒と引率者の感想文をご紹介します｡

うーめん

かつのり

▲訪問前に練習した「南中ソーラン」を披露

▲オペラハウスの前で撮影
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白 石 市 立白 石 中 学 校
教 育 目 標

校 訓 重 点 努 力 事 項

　市内の各中学校では、学習指導要領の狙いを受けて「子どもたちの生きる力をはぐくむ」さまざまな教育活動を
行い、特色ある学校づくりを進めています。
　「教育のひろば」では、家庭・学校・地域がお互いを理解し、同じ目的に向かって協力し合える姿を目指し、教
育活動の紹介を行っています。今月は白石中学校です。

○夢をふくらませ、その実現に向かって努力する生徒（不撓不屈）
○思いやりと奉仕の精神で、生活を豊かにする生徒（友愛）
○主体的に判断・行動し、よりよく問題を解決する生徒（自主）

○学習指導の充実・強化（確かな学力の向上を目指して）
○生徒指導の充実
○白石市民の一員としての自覚の高揚

●基礎学習・学習強化期間
　学力の向上を目指し、5時間授業の日の授業終了後、全学年で25分
間、数学や英語の習熟度別学習（本人の希望により）を行っています。プ
リント学習が中心ですが、補充・発展の学習として、大いに効果を上げて
います。また、7月と12月に学習強化期間を設け、苦手教科の克服など
の個別指導を行っています。
●MAP（みやぎアドベンチャープログラム）
　校内研究の研究テーマに基づき、生徒の学習意欲を高めるため、すべ
ての教科でMAP（みやぎアドベンチャープログラム）の考え方を取り入
れた授業づくりに取り組んでいます。
●「職業体験学習」・「白石の未来への提言」
　総合的な学習の時間（全学年共通主題「自分探しの学習」）の一環とし
て、1・2学年で「職業体験学習」を実施しています。狙いを「働く苦労や
喜びを体験して働く意義を考えるとともに、社会人としての礼儀や心構
えを学ぶ。将来の進路や生き方を考える機会とする。」と設定し、2年生
は本年度から5日間（昨年度は4日間）にわたって市内約40の一般企業
や公共施設などで実習を行いました。
　初めはどことなく不安な様子だった生徒たちも、日ごとに仕事に慣れ、
自分の存在感を発揮しながら進んで体験活動に取り組んでいました。5
日間という期間ですが、たくましさを身に付けることができました。

　3学年では、生徒一人ひとりが、
郷土白石の生活や社会を多面的
に見つめ、そこから興味や関心を
持つ課題を見つけ出し、資料を活
用して調べたり、取材調査を行っ
たりして「よりよい白石の未来像」
の構想を深めていく学習「白石の
未来への提言」に取り組んでいま
す。
　最終的には、個人または課題を同じくする小グループでまとめたもの
を発表する予定です。この学習を始めるに当たり、地域でまちづくりにご
尽力されている白石まちづくり（株）の中川章氏を招き、お話をいただき
ました。生徒たちは中川さんの話に引き込まれながら、「白石のまちを
活気があふれ、魅力ある町、生活がしやすい町にしたい」という熱意を感
じ取っていました。
●食育教育
　食育教育の一環として、3年生を対象に、市の栄養士さんから、健全な
食習慣や栄養に関する基礎的な知識について講話をいただいていま
す。また、1年生は学級活動の時間に、学級担任を中心に関係職員が協
力して食育教育に取り組んでいます。

025-3363　425-3386　URL http://www.shiroishi-j.myswan.ne.jp/　Eメール chief@shiroishi-j.myswan.ne.jp

●特色ある教育活動

●親子ふれあい活動
　親と子が共にレクリエーション
や奉仕作業を行ってそのきずなを
深めるとともに、保護者に生徒や
学校の様子を理解してもらい、学
校と保護者が手を携えて生徒の健
全な育成に向けて協力し合おう
と、毎年実施しています。3年生は
親子でドッヂビーとバスケットボールのフリースロー大会を行い、保護
者も生徒以上に熱中した活動となりました。
●授業参観・出前授業・外部評価
　3年生の進路指導の一環として、仙南の各高校から先生を派遣してい
ただき、出前授業を行っています。また、授業参観での保護者アンケート
や、本校での教育全般に関する保護者アンケート（外部評価）を実施し、
より地域の実態に応じた教育計画の編成に取り組んでいます。
●教育講演会
　PTA社会教育部の主催で毎年、教育講演会を実施しています。昨年

度は、3年連続で津軽三味線の全国大会で優勝した仙台一高2年生の
浅野祥さんをお迎えし、津軽三味線の演奏会を実施しました。演奏終了
後には、将来の進路を考える際の大切なことなどについてもお話をい
ただきました。市外からの観客も多く、充実したものになりました。
●中学生ボランティア隊　P.S.C（Police. Student. Cooperation）
　白石市民としての自覚を持つために、生徒たちが自ら希望したボラン
ティア隊がこのP.S.Cです。昨年秋に白石中・東中・福岡中合同で発足し、
白石市の安心安全なまちづくりに少しでも貢献しようと頑張っていま
す。警察署と連携し、大型店舗で万引防止キャンペーンを行ったり、通学
区の危険個所をチェックしてマップ
を作成したり、いじめ撲滅運動を推
進して地域の小中学生を啓発するな
ど、さまざまな場面で活躍していま
す。この活動は、地域の方々とのかか
わりが大半であるため、子どもたち
にとっては学ぶべきことが多く、心身
ともに著しい成長を遂げています。

●開かれた学校づくり

ふ とう

21世紀を担う子どもたちの教育を見据え、人間尊重の精神に立って生徒の豊かな人
間性の育成を目指し、生涯学習の基礎的な資質の向上に努める。

▲カップめん作りは僕たちに任せて
　ください !（職業体験学習）

▲輪になって競技の説明を受ける参加者

▲万引防止を呼び掛ける隊員の皆さん
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●ステージ発表　踊りや太鼓、演奏などを、障害を持っ
ている方々が一生懸命披露します。一緒に歌ったり踊っ
たりして楽しみましょう。
●販売コーナー　手芸作品やスリッパ、鉢花など、施設
の皆さんが作ったものや、フリーマーケットなど、格安
でいいものいっぱいの販売コーナー。もちろん屋台もあ
ります。楽しい抽選会もご用意しましたのでぜひお越し
ください！
●体験コーナー　車いす体験や目かくし体験、疑似体験、
手話体験、介護支援機器や車両の体験などを楽しみなが

ら体験できます。子どもコーナーもあるのでお楽しみに！
●展示コーナー　市内のボランティア団体や福祉施設の
皆さんが作るなどした作品を展示します。
●相談コーナー　福祉についてお気軽にご相談ください。
■シャトルバスも運行します！
・白 石 駅 発　 9:30、10:00、10:30
・キューブ発　13:00、14:30、15:00

問第９回福祉まつり実行委員会事務局
（福祉事務所内）　　022-1400

白石市母子寡婦福祉会
　当会では、市内の母子・寡婦がお互いの交流とふれあ
いを通じて励まし合い、生活の安定と福祉の向上を図る
ことを目指して、さまざまな活動に取り組んでいます。
　加入は随時受け付けていますので、ぜひご入会くださ
い。年会費は600円です。
●申し込み・問い合わせ先
同会事務局（白石市社会福祉協議会内）022-5210

白石市身体障害者福祉協会
　当協会は、身体障害者の団結を図り、相互に助け合い
ながら福祉厚生に寄与することを目的としています。本
年度は「決してひとりで悩まずに、手に手を取って楽し
く元気に生き抜こう！」をスローガンに旅行や研修会な
どを実施しています。ぜひご入会ください。
●申し込み・問い合わせ先
同協会事務局（福祉事務所内）022-1400

皆さん、私たちと一緒に活動しませんか？会 員
募集中

!

▲消防団協力事業所表示
制度の表示証

皆さん、私たちと一緒に活動しませんか？

「
白
石
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」を
始
め
ま
し
た

　福祉まつり
～であい・ふれあい・ささえあい～
日 時　10月28日（日）10:00 ～ 14:30

場 所　ホワイトキューブ・アリーナ

第9回
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地域子育て支援センター「あいあい」
（ふれあいプラザ内）
022-6025・422-6027
開館日　月～金　8:30 ～ 17:15

（南保育園３階）
026-2586・426-2917

●日時　10月11日（木）
・午前の部　11:00～
・午後の部　15:15 ～
※毎月第2木曜日開催

10月のおはなしひろば

　会員と市民の皆さんとの交流会を
開催します。親子で楽しめる遊びや
手作りおもちゃなど、盛りだくさん
の内容です。親子で楽しい時間を過
ごしましょう！
●日時　10月19日（金）10:00 ～ 12:00
●場所　ふれあいプラザ２階

　ファミサポは子育て中のお母さん
を支援する、市民の会員制組織です。
　普段子どもを預けている方が、用
事ができて預けられなくなったとき
や、自分のリフレッシュのためなど
に、ぜひご利用ください。お手伝い
いただく提供会員も募集しています。
　入会金、年会費は必要ありません。
手続きも簡単です。印鑑だけをお持
ちになってお越しください。

■ファミサポ秋の交流会

　布を使って体を動かしましょう。
●開催日および場所
・10月16日（火）　大平公民館
・10月24日（水）　斎川公民館
●時間　9:30～11:30
※参加を希望される方は、直接会場
にお越しください。

●日時　10月11日（木）10:00～11:30
●場所　ふれあいプラザ和室
●定員　10組
●対象　生後２～７カ月ごろ
●講師　助産師　岩佐　あけみさん
●参加費　100円程度（オイル代）
●持参する物　バスタオル
●申し込み方法　10月9日（火）まで、
ふれあいプラザ内子育て支援セン

ターに電話でお申し込みください。

●開催日および場所
・10月 3日（水）　大鷹沢保育園
・10月18日（木）　北保育園
●時間　9:30～11:30
●申し込み方法　各開催日の前日ま
で、ふれあいプラザ内子育て支援セ
ンターに電話でお申し込みください。

●開催日　10月23日、11月6日、12
月4日、3月11日（いずれも火曜日）
●時間　10:00～11:00
●対象　２歳ごろ～
●定員　12組
●申し込み方法　10月16日（火）ま
で、ふれあいプラザ内子育て支援セ

ンターに電話でお申し込みください。

●日時　10月9日（火）10:00～11:00
●場所　南保育園２階ホール
●対象　生後10カ月～１歳半ごろ
●定員　12組
●申し込み方法　10月5日（金）まで、
ふれあいプラザ内子育て支援セン
ターに電話でお申し込みください。

●日時　10月6日（土）9:00～12:00
●場所　小原公民館（雨天決行）
●主催　小原地区民生児童委員協議会
※子育て支援センターの各事業に参
加される方は、お子さま用にお茶ま
たはお水をご持参ください。また、
親子共に上靴をご持参ください。

参加無料

ファミリー・サポート・センター

■「あいあい広場」を開催します！

■ファミサポ会員随時募集中！

■「保育園で遊ぼう会」に参加しま
せんか？

　親子の交流と生の優れた児童文学
に触れる機会となるよう、本格的な
人形劇を開催します。
　プレゼントも用意していますの
で、ぜひお越しください。
●日時　11月18日（日）13:30 ～ 15:00
●場所　中央公民館大ホール
●出演　劇団ひとみ座
●演目　「あやうし ズッコケ探検隊」
●対象　どなたでも入場できます。
●申し込み方法　市内各小学校や保育
園、幼稚園、児童館にあるチラシでお申
し込みください。整理券を配布します。
●主催　宮城県母親クラブ
●共催　すぎの子母親クラブ、どん
ぐり母親クラブ

本格人形劇を楽しもう！

■「ちゃいるどオリンピック」開催！

■「ベビーマッサージ」に参加しま
せんか！

参加無料

■リトミック第２期参加者募集！
参加無料

■「ママ（パパ）と赤ちゃんのリト
ミック」を開催します！

参加無料

参加無料

（ふれあいプラザ内）
0・425-5488
受付時間　月～金　9:00～17:00

●場所　図書館1階子ども読書室
●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ
●対象　どなたでも
問図書館　026-3004

●申し込み・問い合わせ先
第一児童館　025-7070
第二児童館　025-3875

参加
無料

携帯電話相談（担当：子ども家庭課）
携帯電話のメールで子育て相談ができます。
●メールアドレス　kodomo@city.shiroishi.miyagi.jp

虫歯を早く治して
メダルをもらおう！

む
し
歯

な
い
子
の

全員集合

　虫歯ができてしまったら治療
しなければ治りません。特に、
子どもの虫歯は進行が早いので、
早めに治療することが大切です。
　虫歯があるお子さんも３歳６
カ月児健康診査までに、ぜひ、
虫歯を治してメダルをもらいま
しょう。

問健康推進課　022－1362
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●お子さんとお母さんの健康診査と相談　（場所：健康センター）

内容 10月分 11 月分 受付時間月日 対象者 月日 対象者
4カ月児健康診査 10月24日（水） 平成19年 6月生まれ 11月28日（水） 平成19年 7月生まれ 13:00～13:10

6カ月児育児相談 10月26日（金） 平成19年 4月生まれ 11月30日（金） 平成19年 5月生まれ 9:20～ 9:30

1歳６カ月児健康診査 10月25日（木） 平成18年 3月生まれ 11月29日（木） 平成18年 4月生まれ 13:00～13:10

2歳6カ月児
親子歯科健康診査 10月26日（金） 平成17年 4月生まれ 11月30日（金） 平成17年 5月生まれ 13:00～13:10

3歳6カ月児健康診査 10月23日（火） 平成16年 4月生まれ 11月27日（火） 平成16年 5月生まれ 13:00～13:10

乳幼児相談 10月 4日（木）乳幼児～未就学児のお子さんとその家族の方が対象 11月 1日（木） 乳幼児～未就学児のお子さんとその家族の方が対象 9:15～ 9:45

妊婦歯科健康診査 10月9日（火）、2月12日（火）
上記の日程で「妊婦さんと赤ちゃんのサロン」と合わせて行います。

※「乳幼児健康診査」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。
※「2歳6カ月児親子歯科健康診査」には家で使用しているお子さんの歯ブラシを持参してください。

●子育てサロン　（場所：健康センター）
内　　　　　容 月　日 受付時間 サロン

講師の先生と共に子育てについてのお話をしながらゆったりと過ごすサロンです。
子育てに興味・関心のある方ならどなたでも参加できます。

10月18日（木）
9：30～ 10：00～11：00

11月15日（木）
※毎月１回実施します。託児も行っていますので、希望する方は事前に予約してください。

8月の３歳６カ月児健診で
虫歯のなかったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！

●妊婦さんと赤ちゃんのサロン　（場所：健康センター）
内　　　　　容 月　日 受付時間 サロン

助産師とお話をしながら過ごすサロンです。妊婦さん、4カ月児健診前のお子さんと
その家族の方が対象です。希望により個別相談もできます。

10月 9日(火）
9:20～ 10：00～11：00

11月13日(火）
※母子健康手帳は健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8:30～17:15）。

和　泉　一　颯 くん

太　田　陽　菜 ちゃん

遠　藤　　　昴 くん

小　野　光　葉 ちゃん

堀　内　瑛　仁 くん

岩　松　彩　果 ちゃん

半　沢　直　也 くん

宍　戸　理　沙 ちゃん

河　村　拓　海 くん

酒　井　健太朗 くん

⻆　張　大　陸 くん

半　田　琴　音 ちゃん

小　林　賢　矢 くん



健
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そこが知りたい
国保・老人保健

10月1日で国保の保険証が更
新になりましたが、2種類の保

険証があるのはどうしてですか。?

現在、国保においては「国民
健康保険被保険者証」と「国

民健康保険退職被保険者証」の2種
類を交付しています。今年の更新では、
前者を「きみどり色」、後者を「おうど色」
で区別しています。
　「国民健康保険退職被保険者証」
の交付を受けている方は、厚生年金な
どの受給権のある方で、厚生年金など
の加入期間など一定の要件に該当して
いる方です。一方、「国民健康保険被
保険者証」の交付を受けている方は、
それ以外の方になります。医療機関で
の自己負担割合や国保税の算定につ
いては、どちらも同じです。
　2種類に分けて交付している理由は、
国保財政の観点からです。「国民健康
保険退職被保険者証」の交付を受け
ている方の医療給付費などについて
は、その一部が社会保険から交付金と
して支給されますので、国保会計上の
歳入が増えることになります。
　つきましては、「国民健康保険被保
険者証」の交付を受けている方で、「国
民健康保険退職被保険者証」の交付
要件に該当する方の積極的な制度加
入をお願いします。交付要件など、詳し
くは下記までお問い合わせください。

問健康推進課
　国民健康保険係・老人保健係
　☎22－1362

●休日当番医・調剤薬局
月日 内科 外科 調剤薬局 歯科

10月 7日 塚本内科消化器科☎26－1026 
公立刈田綜合病院
☎25－2145 

二幸薬局
☎25－5105 

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所（
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

☎
２
５
―
４
７
４
４

10月 8日 やまきクリニック☎26－3888 
宮城医院
☎25－2062 

うさぎ薬局
☎26－3557 

10月14日 佐藤医院（蔵王町宮）☎32－2002 
公立刈田綜合病院
☎25－2145 

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）
☎32－3360 

10月21日 内方医院（蔵王町宮）☎32－2101 
公立刈田綜合病院
☎25－2145 

にしうら薬局（蔵王町宮）
☎32－3020 

10月28日 たかはし内科クリニック☎22－2535 
加藤整形外科小児科医院

☎26－2653 

みどり薬局城北店
☎22－4966 

サンコウ調剤薬局
☎24－2523 

11月 3日 柿崎小児科
☎25－2210 

さたけ整形外科（蔵王町円田）
☎33－4855 

菅野薬局
☎26－2211 

11月 4日 亘理内科胃腸科医院☎25－8501 
公立刈田綜合病院
☎25－2145 

佐竹薬局
☎25－1254 

●大腸がん検診のお知らせ

　10月15日（月）から10月18日（木）まで、大腸がん検診を行います。
　先に申し込まれた方には、10月初旬までに受診票を送付しますので、受け忘れのな
いようにお願いします。

問健康推進課　予防係

●献血へのご協力ありがとうございました

7月：ジャスト白石店　29名
8月：白石興産（株）　6名、セコム工業（株）　21名、仙南信用金庫本店　8名

●献血の日時 
場所 日時 種類 

ヨークベニマル白石店 10月21日（日）　10:00 ～ 16:00 全血 
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仙南サナトリウム

 松代　　隆

Ｑ.

Ａ.

健康ひろば健康ひろば ※問い合わせ先
健康推進課　022-1362
（健康センター内）

生活習慣病
予防のための ヘルシークッキング
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②

らっきょう
酢漬け

①エネルギー101kcal／たんぱく質0.9g／塩分0.3g
②エネルギー 24kcal／たんぱく質0.3g／塩分1.0g

冬瓜 300g
シソ葉 5～6枚
塩 少々
コショウ 少々
天ぷら粉 適量
揚げ油 適量
レモン 薄切りで5～6枚

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
白
石

高
橋　

ヨ
ウ
子
さ
ん（
大
平
）

〈
作
り
方
〉

❶
冬
瓜
は
皮
を
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き
2
㎝
角
に
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り
、

味
塩
コ
シ
ョ
ウ
で
下
味
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、

千
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り
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た
青
シ
ソ
を
か
ら
め

る
。

❷
天
ぷ
ら
粉
を
ま
ぶ
し
、熱
し
た
油
で

き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
揚
げ
、レ

モ
ン
を
添
え
る
。

●こころの保健事業　（場所：健康センター）
事業名 対象者 内容 相談日時

こころの相談
（精神保健福祉相談）心の健康問題を抱える人およびその家族 精神科医による個別相談 10月 2日（火） 9:30～12:00

11月 6日（火） 9:30～12:00
もの忘れ相談
（認知症相談） もの忘れや認知症の方およびその介護で悩む方々 精神科医による個別相談 10月31日（水）13:00～15:00

11月21日（水）13:00～15:00
※相談を受ける方は、事前に予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（☎22-1362）にお問い合わせください。

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所） ◎印は、相談員によるカウンセリングのみ

事業名 対象者 内容 相談日時

アルコール専門相談 アルコールの問題を抱えている本人およびその家族 精神科医や相談員による個別相談 ◎
◎
10月 5日（金）
11月 2日（金）

13:00～15:00
8:30～10:30

思春期・ひきこもり
専門相談

思春期の心の問題を抱えた本人および
その家族や関係者、ひきこもりの状態の本人
およびその家族や関係者

精神科医による相談や診察および
相談員によるカウンセリング

◎

◎

10月12日（金）
10月26日（金）
11月 9日（金）
11月16日（金）

13:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所・母子障害班（☎0224-53-3132）にお問い合わせください。

●健康料理講習会
自分の健康は自分でつくりましょう。講習会にはどなたでも参加できます。
ヘルスメイト白石会員の健康に関するお話や保健師・栄養士などのお話、調理実習を行います。

場所 時間 持ち物 

各地区 9:30～13:30 エプロン、三角布、米半合、材料代 300 円 

※各地区健康料理講習会日程・会場
10月 2日（火） 越河集会所
10月11日（木） 総合福祉センター
10月15日（月） 斎川原集会所
10月29日（月） 健康センター
10月30日（火） 犬卒都婆集会所
11月 2日（金） 長袋自治振興会館

①材料（４人分）

①
冬
とう

瓜
がん

の角揚げと
らっきょう酢漬け
冬瓜は味が淡泊で
ビタミンＣが
豊富な食材です

〈
作
り
方
〉

❶
冬
瓜
は
薄
く
切
り
、青
南
蛮
は
輪
切

り
に
し
て
、ら
っ
き
ょ
う
酢
を
入

れ
る
。 冬瓜 200g

青南蛮 1本
らっきょう酢 50g

②材料（４人分）

●予防接種のお知らせ　（場所:健康センター）
内　　容 月　　日 対　象　者 受付時間

 ポリオ（2回目） 10月10日（水） 生後3カ月～90カ月未満（2回目接種の方） 13:30～14:30 ポリオ（1回目） 10月19日（金） 生後3カ月～90カ月未満（1回目接種の方）
※母子健康手帳、予診票をご持参ください。

●10月は「骨髄バンク推進月間」です
2㏄の採血で登録ができます。骨髄移植推進のため、登録にご協力ください。
登録できる方：年齢が18歳以上54歳以下の方で、体重が男性45㎏、女性が40㎏以上の健康な方
※登録は予約制になっていますので、事前にご連絡ください。
問仙南保健福祉事務所　健康対策班　☎0224-53-3121
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　生活基盤の整備や福祉事業などの
ため、次の方々からご寄付をいただき
ました。紙上からお礼申し上げます。
理容・美容業スマイリンググループ
代表　真壁太郎氏、遠藤美恵子氏、
疋田正應氏、菅野榮氏

　紙上から
礼申し上げますお

●日時　12月６日（木）
　　　　開場17:45　開演18:30
●会場　ホワイトキューブ・コンサートホール
●出演　渡辺　玲子（バイオリン）
　　　　松本　和将（ピアノ）
●曲目　モーツァルト作曲　バイオ
リンソナタホ短調K.304　ほか
●応募方法　郵便往復はがきの往信
用裏面に、①郵便番号②住所③名前
（ふりがな）④電話番号⑤希望人数
（２人以内で同伴者の名前も記入）、
返信用表面に、①郵便番号②住所③
名前をご記入の上、ご応募ください。
応募者多数の場合、抽選で人数分の
入場整理券を送付します。小学校就
学前のお子さまはご遠慮ください。

●締め切り日　11月13日（火）必着
●応募先（住所不要）
〒980-8435　NHK仙台放送局「ベス
トオブクラシック」係
※ご応募いただいた際の情報は、抽
選結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは
受信料のお願いに使用させていただ
く場合があります。
●主催　NHK仙台放送局、白石市、
（財）白石市文化体育振興財団
●ホームページ
http://www.nhk.or.jp./sendai/
●24時間対応音声テープ案内
0022-726-5754
問NHK仙台放送局　0022-211-1016
　生涯学習課　022-1327
　ホワイトキューブ　022-1290

●日時　10月13日（土）9:30～14:30
●場所　宮城県立船岡養護学校
●内容　劇や音楽の学芸発表や作品
展示・販売、バザーなど
問同校　00224-54-2213

第39回　　  養祭船

　人気テレビキャ
スターの櫻井よし
こ氏を講師に迎
え、｢今、日本が
直面する内外の課
題｣と題した講演
会を開催します。“歯に衣

きぬ

着せぬ”
お話をお楽しみください。皆さん、
ぜひお申し込みください。
●日時　11月29日（木）14:00～15:30
●場所　しんきんホール
　　　　（仙南信用金庫本店３階）
●主催　仙南信用金庫、仙南ひまわり会
●共催　白石商工会議所、仙南法人
会、仙南信金経営者協議会、せんなん
インフォメーションビジネスクラブ
●定員　200名
●申し込み方法　当金庫本支店の窓
口に備え付けている、専用の申込書
に必要事項を記入してお申し込みく
ださい。応募者多数の場合は抽選と
なり、入場整理券の発送をもって発
表に替えさせていただきます。
●申込締め切り日　10月31日（水）
●申し込み・問い合わせ先
仙南信用金庫講演会事務局　024-3080

仙南　　  まわり会講演会ひ

　親しみやすい名曲をお楽しみいた
だけるクラシックコンサートです。
●日時　12月１日（土）
　　　　開場17:00　開演18:00
●会場　ホワイトキューブ・コンサートホール
●演奏　山形交響楽団
●応募方法　はがきまたはFAX、
Ｅメールで、①会場名②名前（ふり
がな）③郵便番号④住所⑤年齢⑥性
別⑦職業⑧電話番号⑨何をご覧にな

って応募されたかをご記入の上、ご
応募ください。応募者多数の場合、
抽選により決定します。
●締め切り日　11月１日（木）必着
●応募先　〒980-8710　仙台中郵
便局私書箱505号「東北電力　名曲
の夕べ」白石会場係
●Ｅメール　info-k2@elc-i.co.jp
問東北電力（株）仙台営業所総務課
　「名曲の夕べ」白石会場係
　0022-214-6402　4022-221-3058

ホワイトキューブ開館10周年記念
NHK－FM「ベストオブクラシック」　　  開録音公

●日時　11月3日（土）9:00～15:00
●場所　宮城刑務所
　　　　（仙台市若林区古城2-3-1）
●内容　刑務所作業製品などの展
示・即売、施設見学および歴史的資料
の展示、在仙矯正施設のパネル紹介、
刑務作業や性格検査の体験コーナ
ー、ちびっ子刑務官写真撮影会など
問法務省仙台矯正管区作業課
　0022-286-3715
　宮城刑務所作業部門
　0022-285-1967

みちのく・みやぎ　　  正展矯
●日時　11月9日（金）18:00 ～ 20:00
●場所　しんきんホール
　　　　（仙南信用金庫本店３階）
●対象　関心のある方など、どなた
でも参加できます。
●講師　杉山　克郎氏（公立刈田綜
合病院副院長）、海上　寛氏（海上
内科医院院長）ほか
※公立刈田綜合病院は「地域がん診
療連携拠点病院」に指定されており、
地域内でのがん診療の充実化が図ら
れています。なお、研修会の詳細に
ついてはお問い合わせください。
●主催　仙南地域医療対策委員会白
石刈田支部委員会高齢者成人部会
問健康推進課　022-1362

研修会「　　  ん治療と緩和ケアを
地域で進めていくために」が

　結成40周年を記念したチャリ
ティー民謡発表大会を開催します。
　集まったお金は、福祉に役立てて
もらうため、市に寄付されます。
●日時　10月21日（日）
　　　　9:30開場、10:00開演
●場所　ホワイトキューブ・コンサートホール
問同会・佐藤　025-3215

東北郷土民謡　　  謡
よう

会
結成40周年記念チャリティー発表大会菁

せい

｢東北電力　名　　  の夕べ｣へのご招待曲

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料
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■人口　39,092人（前月比）－48人　　■世帯数

■出生件数：23件　死亡件数：48件　めんこ印贈呈該当婚姻数：５組

19,121 19,971 13,817
※住民基本台帳から
　8月31日現在

（8月1日～31日）

市内の交通事故
事故発生件数 65件 （501件）
死 亡 者 数 0人 （0人）
負 傷 者 数 14人 （130人）
物 損 件 数 53件 （401件）

市内のシートベルト
着用率（運転席）

9月3日　10:00～10:15　97.1％
（舞鶴会館前交差点）

8/1 ～ 8/31
（　）は累計

10月の定例相談会
相談種別 相談日時・会場

人権擁護 10月15日（月）　10:00～15:00市庁舎2階　第2会議室

行 政 10月15日（月）　10:00～15:00市庁舎2階　第2会議室

税 務

電話での相談のみとなります。国税に
関するご相談は、仙台国税局・電話相
談センターまでお問い合わせください。
（0022-221-3007または0022-783-7842）

社会保険

本年度から２カ月に一度の開催
となりました。
来月は、11月15日（木）
9:10～15:30に開催

無料法律 10月15日（月）　10:00～15:00市庁舎４階　第４会議室

農 家 10月10日（水）　10:00～12:00農林振興センター

精神保健 10月2日（火）　 9:30～12:00
健康センター（要予約022-1362）

もの忘れ 10月31日（水）　13:00～15:00健康センター（要予約022-1362）

障 害 者 10月10日（水）・24日（水）　13:00～15:00
福祉プラザやまぶき

補 聴 器
巡 回
サービス

（リオン）
10月4日（木）･18日（木）13:00 ～ 14:00
（ワイデックス）
10月30日（火）　13:00～14:00
市庁舎１階　東側和室

母子寡婦 随時（仙南保健福祉事務所）（00224-53-3132）

　ポーチパークオープン５周年を記
念し、お客さまに日ごろの感謝の気
持ちを込めて開催します。
●日時　10月20日（土）10:00～14:00
●場所　ポーチパーク・すまｉ

い

るひろば
●内容　新鮮野菜、手作り漬物、花、
手作り小物など各店同時出店販売、
ビンゴゲーム大会
問ポーチパーク出店者協議会
　佐久間　0080-1819-6839

　着物でご来場の方に、市内の協賛
店で使用できる600円分の商品券を
進呈します（※浴衣や甚平、作

さ

務
む

衣
え

、
剣道着、柔道着などは不可）。
　着物ファッションショーや昭和の
懐かしの歌発表会、花嫁行列なども
行います。ぜひお越しください。
●日時　10月19日（金）～21日（日）
10:00～17:00　※21日は15:00まで
●場所　壽

す

丸
まる

屋敷を中心とした商店街
●主催　白石まちづくり（株）
※まちづくりグループ・蔵

くら

富
ふ

人
と

主催
の「まちかど博物館」同時開催！
■花嫁行列参加者募集中！
●申込締め切り日　10月5日（金）
※詳しくはお問い合わせください。
●申し込み・問い合わせ先
白石まちづくり（株）　025-6054

　元海軍中尉で、神風特別攻撃隊昭
和隊に所属した佐藤孝一氏（現白石
商工会議所名誉会頭）の講演会です。
　佐藤氏の体験談を通して、平和の
大切さを一緒に学びませんか？
●日時　10月11日（木）18:30～
※開場は18:00です。
●場所　碧水園（能楽堂）
●対象　どなたでも参加できます。
●主催　（社）白石青年会議所
問（社）白石青年会議所　024-4555
※問い合わせは平日の12:00～15:00
にお願いします。

（第15回白石市生涯学習フェスティバル参加事業）
【開会セレモニーと古典芸能：碧水園】
●日時　10月27日（土）9:30～12:00
●内容　箏

そう

曲
きょく

、連吟、仕
し

舞
まい

など
【芸能部門：中央公民館】
●日時　11月３日（祝）9:00～16:00
●内容　民謡、バレエ、ダンス、和
太鼓、剣舞、詩吟、歌謡など
【展示部門：中央公民館】
●日時　10月27日（土）10:00～16:00
　　　　10月28日（日）9:00～16:00
●内容　絵画、俳句、短歌、和紙人
形、書道、陶芸などの展示、姉妹都
市の海老名市文化交流展など
●主催　白石市文化協会
●主管　白石市民文化祭実行委員会
問中央公民館　026-2453

●日時　10月７日（日）10:00～15:00
●会場　ショッピングセンター
サンコア（柴田町西船迫２丁目）
●相談事項　相続、遺言など
問宮城県行政書士会仙南支部
　太田　常治　024-3303

～仙南すべての高校が集う文化の祭典～
　仙南地区18の高等学校が協力し
て、文化祭を開催します。皆さん、
ぜひご来場ください。

問宮城県高等学校文化連盟仙南支部
　奥寺・鈴木　00224-72-2020

行政書士による無料　　  談会相

第13回　　  南高校文化祭仙

第４回白石城下　　  ものまつりき

講演会　　　  の彼
かなた

方に雲

参加無料

第38回白石市民　　  化祭文 おだつもっこり　　  り2007秋祭

入場無料

入場無料

発表部門 日　　時 場　所

写真
美術
書道

10月11日（木）～14日（日）
9:00～16:30　
※14日のみ9:00～12:00

いきいき
プラザ

演劇 10月 6日（土）13:30～
10月 7日（日）9:30～ えずこ

ホール
（大河原町）

音楽 10月17日（水）10:00～

茶道 10月17日（水）10:30～
※お菓子がなくなり次第終了

軽音楽 10月19日（金）13:00～ 白石市
中央公民館



30古紙パルプ配合率70%の再生紙と、植物性大豆油インキを
使用し、環境に優しい水なし印刷方式を採用しています。

わがまちの

会社訪問
わがまちの

会社訪問

至福島市

東

北

自

動

車

道

児 捨 川

至
白
石
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

至蔵王町

至市内 至国見
インターチェンジ

至仙台市

至南蔵王
　野営場

蔵王コスモスライン

案内略図 〔住所〕 白石市福岡深谷字鍋倉山76-2
　　　 0 24-5255

花菱縫製㈱
白石工場

4

457

市の木「ブナ」 市の花「ヤマブキ」 市の鳥「ウグイス」

市・県民税（３期）
介護保険料（４期）　
国民健康保険税（４期）の納期です

10月は

喜浩さん、良子さん
ご夫妻の長男（白川

）

パパからひとこと
大きくなったら一緒に
キャッチボールしようぜ！

ママからひとこと
いつまでも

お姉ちゃんと仲良くね！

H19.10

佐藤　光流くん
※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

「
夕
や
け
の
赤
ポ
ス
ト
」　
　
　
　
　
　
　

 

（
撮
影
場
所
：
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
裏〈
沢
端
町
〉）

八
嶋　

圭
吾
さ
ん（
仙
台
市
）

「夜間収納総合窓口」開設のお知らせ（市で取り扱うすべての税金・料金の納入）
　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　10月31日（水）･11月1日（木）、17:30～19:30（市税は17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

寺崎　稜馬さん
（白一小・１年）

川をきれいに

●ＤＶ・セクハラ相談
毎週月･水･金　9:00～17:00
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●いじめ相談（アイライン）
Eメール　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています。（毎週月～金　8:30～16:30）
いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、下のバーコードをご利用ください。

ひか　る

　上質の生地と洗練されたデザイ
ン。昭和10年に操業を開始した花菱
縫製株式会社は、美しいシルエットと
着心地の良さを探求しながら、手作
りの香りが漂う洋服作りに取り組み、
各方面から高い評価を得てきまし
た。昭和63年には福岡深谷地区で

生産を開始。地元雇用などの面で長く市に貢献してきました。卓越した技術
と高度な品質を武器に、優れた製品を発信し続ける同工場に、生産に当たっ
ての意気込みを伺いました。
●主力製品や生産方針について教えてください。
　当社では紳士・婦人用のスーツを製造しており、年間20万着のスーツを
すべてイージーオーダーで生産しています。生産はすべて国内６つの工場
で行っており、当工場では主にスーツの上着を作っています。現在は年間６
万着強を生産しており、市場の動向を見据えながら新しい技術を取り入れる
など、基幹工場としての役割を担っています。
　当社では、まず何よりも「品質管理」を大切にしながら生産に取り組んで
います。取り扱っているものがすべて受注生産品であるため、お客さまに満
足していただけるよう、細心の注意を払いながら各工程で作業を行うととも
に、購入いただいたお客さまから寄せられたご意見も取り入れながら、次の
生産に生かしていくようにしています。スーツ業界は現在、流行の移り変わり
がとても早くなっています。団塊の世代が退職を迎えている今、流行に対応
できる技術の継承に取り組んでいます。最終的に製品のよしあしを判断する
のはお客さまです。これからも、お客さまの声を大切にしながら生産に取り
組んでいきたいと思います。
●地域とのかかわりについて、どのようにお考えですか？
　当社では、長年にわたり地元雇用に力を注いできました。やはり、若い人

たちが自分の生まれ育ったまちを離れて、ほかのまちに就職してしまうのは
寂しいことだと思いますし、雇用面で地域に貢献できればと思っています。
　また、夏と冬の年２回、工場セールを開催して、地元の方に低価格で私た
ちの製品を提供しています。今後とも地元の企業として地域の皆さんに愛
される工場でありたいと思います。
●市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　当社では婦人用スーツも生産していますが、市場に出回っているものは
既製服が多いため、イージーオーダーの婦人用スーツがあることをご存じ
ない方も多いと思い
ます。お手軽な値段
でご提供しています
ので、当社の製品を
一度ぜひご覧いただ
きたいと思います。
　また、工場の見学
もできる場合があり
ますので、希望され
る方はご連絡くださ
い。今後とも良い製
品をお客さまにお届
けしていきたいと思
いますので、どうぞよ
ろしくお願いします。

工場から生み出されるもの、それは無限の可能性
花菱縫製株式会社　白石工場

■会社データ
●設　　立
●従業者数
　
●製造品目

昭和63年10月
117名
（平成19年９月現在）
紳士服、婦人服

はなびし


